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今
年
も
市
・
県
民
税
の
申
告
、所
得
税
の
確
定
申
告
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

申
告
期
間
は
２
月
16
日
㈪
〜
３
月
16
日
㈪
ま
で
で
す
。

　

申
告
相
談
会
場
は
大
変
込
み
合
い
ま
す
の
で
、ス
ム
ー
ズ
な
申
告
が
行
え
る
よ
う
に
事
前
に

必
要
書
類
を
整
理
し
て
、申
告
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、六
斎
市（
２
と
７
の
付
く
日
）の
日
の
午
前
中
は
、本
庁
舎
の
駐
車
場
が
込
み
合
い
ま

す
の
で
、来
庁
時
間
を
変
更
す
る
な
ど
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

所
得
税
の
申
告

●
申
告
が
必
要
な
人

①�

事
業
所
得（
営
業
、農
業
）や
不
動
産
所
得
な
ど
が

あ
る
人
で
、昨
年
中
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
基

礎
控
除
、そ
の
他
の
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え

る
人

②�

土
地
や
建
物
な
ど
の
売
却
に
よ
る
所
得
が
あ
る

人
③�

昨
年
中
の
給
与
収
入
額
が
２
，０
０
０
万
円
を
超

え
る
人

④��

給
与
所
得
の
ほ
か
に
、
20
万
円
を
超
え
る
所
得

（
配
当
、家
賃
な
ど
）が
あ
る
人

⑤�

給
与
を
２
カ
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
て
、年
末
調

整
さ
れ
な
か
っ
た
給
与
の
収
入
金
額
と
そ
の
他

の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
20
万
円
を
超
え
る
人

●
所
得
税
の
還
付
が
受
け
ら
れ
る
人

※�

た
だ
し
、源
泉
徴
収
税
額
が
あ
る
場
合
に
限
り
ま

す
①�

給
与
所
得
者
で
、雑
損
控
除
、医
療
費
控
除
、寄
付

金
控
除
や
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
な
ど
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
人

②�

年
の
途
中
で
退
職
し
た
後
、再
就
職
し
な
か
っ
た

人
で
、年
末
調
整
を
受
け
な
か
っ
た
人

③�
所
得
が
少
な
い
人
で
、配
当
所
得
や
原
稿
料
な
ど

が
あ
る
人

④�

公
的
年
金
等
受
給
者
で
、基
礎
控
除
に
そ
の
他
の

所
得
控
除
を
追
加
し
た
合
計
額
が
、所
得
金
額
の

合
計
額
を
超
え
る
人

　

還
付
を
受
け
ら
れ
る
人
は
、２
月
２
日
㈪
〜
４
日

㈬
の
還
付
申
告
相
談
会
を
利
用
で
き
ま
す
。

市
・
県
民
税
の
申
告

　

市
で
は
、今
年
度
の
市
・
県
民
税
の
課
税
状
況
な

ど
を
参
考
に
し
て
、申
告
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
人
に
、市
・
県
民
税
申
告
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

下
の
図
を
参
考
に
し
て
、申
告
が
必
要
で
用
紙
が

届
か
な
い
人
は
、市
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
生

活
課
税
務
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

市・県
民
税
、所
得
税
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す

ある

ない

平成21年1
月1日現在
村上市に住
所がある

税務署で確
定申告をし
ていない人

平成20年
中に収入
がある人

平成20年
中に収入
がない人

税務署で確定申告をした人 申告の必要はありません

申告をしてください

申告の必要はありません

申告をしてください

申告をしてください

※報告書提出の確認は支払者にお願いします

村上市内に事務所・事業所・家屋敷（住所地以外に設けられた営業所や住宅・別荘など）がない人

村上市内に事務所・事業所・家屋敷がある人

給与・公的年金の収入以外に所得があり税額が出る人

支払者から村上市へ給与（年金）支払
報告書がすべて提出されている人

所得課税証明が必要な人
※証明書の発行は、6月以降です
誰の控除対象配偶者または扶養
親族等にもなっていない人
控除対象配偶者または扶養親族では
あるが扶養義務者と別居の人
控除対象配偶者または扶養親族
等であり扶養義務者と同居の人
※控除対象配偶者または扶養親族とは、生計を一にする配偶者または扶養
　親族で合計所得金額が38万円（給与収入で103万円）以下の人です

支払者から村上市へ給与（年金）支払
報告書がすべて提出されていない人
支払者から村上市へ給与（年金）支払報告書が
すべて提出されているが、控除を追加する人

給与収入または
公的年金のみの
人

※所得証明書、国民健康保険
　税などで使用します

市・県民税の申告が必要な人
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■申告のときに必要なもの
共 通 で 必 要 印鑑、申告者本人の預貯金通帳番号の分かるもの

給 与 所 得 者 給与の源泉徴収票
（紛失した場合は、給与支払者から再発行してもらってください）

年 金 所 得 者
公的年金などの源泉徴収票
（紛失した場合は、年金支払先にお問い合わせください。なお、国民年金と厚生年金は、
社会保険事務所になります）

事 業 主 ・収入と経費の内訳を記入した収支内訳書
・売上帳、収入帳などの帳簿　・領収書

雑 損 控 除 災害などに関連してやむを得ない支出をした金額の領収書

社会保険料控除
・国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療保険料などの支払金額が分かる書類
　（確定申告用納入済額のお知らせ、または領収書）
・国民年金保険料控除証明書（社会保険庁発行）

医 療 費 控 除
・医療費の領収書（支払先ごとに、合計を計算してお持ちください）
・上記医療費のうち、生命保険などで補てんされる金額の分かるもの
市報むらかみ１月15日号10ページをご覧ください。

地震保険料控除 保険会社などが発行する保険料控除証明書

寄 付 金 控 除 寄付金の領収書または証明書

障 害 者 控 除 ・障害者手帳など
・障害者控除認定書（65歳以上の寝たきり老人など）※４ページに詳細あり

配 偶 者 控 除
扶 養 控 除 扶養などにつける人の合計所得金額が分かるもの

住宅借入金等
特 別 控 除 市報むらかみ１月15日号9ページをご覧ください。

所
得
税
の
確
定
申
告
書
は
自
分
で
作
成
を

●「
所
得
税
の
確
定
申
告
の
手
引
き
」

　

税
務
署
や
市
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活

課
税
務
係
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。こ
の
手
引
き
の

説
明
や
計
算
欄
に
沿
っ
て
記
入
し
て
い
く
と
申
告

書
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
で
確
定
申
告
書
を
作
成

　

税
務
署
相
談
会
場
で
は
、国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.nta.go.jp/

）の「
所
得
税
の
確
定
申
告

書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
に
不

慣
れ
な
人
で
も
、
申
告
書
の
作
成
が
で
き
る
よ
う
、

お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
自
分
の
税
金
で
す
の
で
、ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

※�

作
成
し
た
所
得
税
の
申
告
書
は
、早
め
に
税
務
署

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

●
ｅ-T

ax

（
電
子
申
告
）で
税
額
控
除

　

電
子
証
明
書
付
き
の
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を

使
用
し
て
（
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
が
必
要
に
な
り
ま

す
）、期
限
内
に
e
‐T

ax

で
所
得
税
の
確
定
申
告
書

を
提
出
す
る
と
、
最
高
５
，
０
０
０
円
の
所
得
税
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
平
成
20
年
分
ま

で
）

　

電
子
申
告
は
「
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
か

ら
直
接
行
う
こ
と
が
で
き
、医
療
費
の
領
収
書
や
源

泉
徴
収
票
な
ど
の
添
付
書
類
が
省
略
で
き
る
な
ど

の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、e
‐Tax

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

確
定
申
告
に
つ
い
て
は
、村
上
税
務
署
個
人
課
税

部
門（
☎
53
‐
３
１
４
３
）ま
で
、お
気
軽
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。



2009.2.1　　�

扶養控除の確認をお願いします
扶養控除につけることができる所得（収入）条件は次のとおりです。

給与のみの場合 平成20年中の給与収入が103万円以下

年金のみの場合
昭和19年１月１日以前に生まれた人は、平成20年中の年金収入が158万円以下
昭和19年１月２日以降に生まれた人は、平成20年中の年金収入が108万円以下

上記以外の人 平成20年中の所得が38万円以下

※�ただし、青色事業専従者給与の支払いを受ける人および白色申告者の事業専従者に該当する人を扶養控
除に付けることはできません

　１人の人を２人で扶養控除につける事例や収入（所得）が超過しているにもかかわらず扶養につける事

例が見受けられます。後日、更正（修正）の対象になりますので再確認してください。

　また、夫と離婚した後に再婚していない女性の場合、扶養親族となる子がいない人は、寡婦控除を受け

ることができませんのでご注意ください。

65歳以上の寝たきり老人等の「障害者控除」について
　障害者手帳を持っていなくても、介護保険の要介護認定者など、身体または精神に障害のある65歳以上
の人は、障害者手帳の受給者と同程度と認められた場合、障害者控除が受けられます。

　市では、申請した人に実態調査を行い、該当した場合に「障害者控除認定書」を交付します。ご本人ま

たは扶養者が、所得税の確定申告などの際に「障害者控除」を受ける場合には、この認定書の提示または

コピーの添付が必要となります。

　交付された認定書は、障害事由が変更または消滅するまで有効ですので、大切に保管してください。

■申請・問い合わせ先　介護高齢課高齢福祉係　☎53－2111（内線365）
　　　　　　　　　　　または各支所地域福祉課介護保険係まで

税理士による還付申告無料相談
・と　　き　　２月９日㈪・10日㈫　午前10時～午後４時
・と こ ろ　　下記の各税理士事務所

・対　　象　　年金所得者や給与所得者で医療費控除を受ける人、年の途中で退職または就職した人など

・申し込み　　事前に税理士事務所へ電話連絡のうえ、お出かけください。

●２月９日㈪

　宍戸由喜夫　税理士事務所（飯野三丁目　☎53－5759）
　伴田　正平　税理士事務所（岩船横新町　☎56－7708）
　瀬賀　　良　税理士事務所（福　　　田　☎66－5128）
　種部　義秋　税理士事務所（上　片　町　☎53－0366）
　野本　恒夫　税理士事務所（小　　　町　☎53－7775）
●２月10日㈫
　鈴木　信嘉　税理士事務所（羽　黒　口　☎52－3326）
　村山　　誠　税理士事務所（山居町二丁目☎53－2620）
　伊藤三五郎　税理士事務所（関川村下関　☎64－1486）
　高田　承平　税理士事務所（堀　　　片　☎53－2218）
　金子　　謙　税理士事務所（堀　　　片　☎53－2218）

「税に関する無料相談」
を実施します

　２月23日は税理士記念日です。これに合わ
せて左記の税理士事務所では「税に関する無

料相談」を行います。還付申告以外の相談（不

動産所得や相続税など）も受け付けますの

で、ぜひご利用ください。

と　き　２月23日㈪
　　　　午前10時～午後４時
ところ　左記の各税理士事務所
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申告相談会を開催します 村上地区
市役所（本庁）と税務署の申告相談

◆市・県民

税の申告

◆所得税の

確定申告

※受け付けは先着順です

　申告会場に到着したら、番号札を取って
お待ちください。
　なお、事前に送付する「市・県民税申告
書」には、受付予定日の午前か、午後が記
載してありますが、混雑を緩和するための
ものですので、あくまで受け付けの目安と
ご理解ください。

巡回申告相談の日程
と　　き 地区（集落） 時　　　間 会　　　場

申告相談会を利用する人へのお願い

　・医療費控除を受ける人　⇒　支払先ごとに領収書の合計額を計算しておいてください

　・事業収入（営業や農業など）がある人

　　　　　　　　　　　　　⇒　収入と経費（領収書）を整理して、項目ごとに計算しておいてください

■問い合わせ
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申告相談会を開催します 荒川地区
市役所（本庁）と税務署の申告相談

◆市・県民

税の申告

◆所得税の

確定申告

　市役所本庁と村上税務署でも、左の
期間中、申告相談を受け付けています。
　村上市内全地区を対象に受け付け
ていますので、ご利用ください。（た
だし、村上地区以外の人は期日の指定
がなく、先着順に受け付けますので、
多少時間がかかる場合があります）

荒川支所の申告相談
◆ところ
◆時　間
◆集落指定日

と　き 午　　前 午　　後 と　き 午　　前 午　　後

申告相談会を利用する人へのお願い

　・医療費控除を受ける人　⇒　支払先ごとに領収書の合計額を計算しておいてください
　・事業収入（営業や農業など）がある人
　　　　　　　　　　　　　⇒　収入と経費（領収書）を整理して、項目ごとに計算しておいてください

■問い合わせ

※整理番号札は、申告日の午前８時20分より、
会場（２階会議室）入り口に設置します。な
お、午前中の受付（混雑）状況により、午前
の受付時間内に入場された人であっても、午
後からの申告受付とさせていただく場合が
ありますので、ご了承ください。
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申告相談会を開催します 神林地区
市役所（本庁）と税務署の申告相談

◆市・県民

税の申告

◆所得税の

確定申告

神林支所の申告相談
◆ところ
◆時　間

◆集落指定日

と　き 午　　前 午　　後 と　き 午　　前 午　　後

申告相談会を利用する人へのお願い

　・医療費控除を受ける人　⇒　支払先ごとに領収書の合計額を計算しておいてください
　・事業収入（営業や農業など）がある人
　　　　　　　　　　　　　⇒　収入と経費（領収書）を整理して、項目ごとに計算しておいてください

■問い合わせ

　市役所本庁と村上税務署でも、左の
期間中、申告相談を受け付けています。
　村上市内全地区を対象に受け付け
ていますので、ご利用ください。（た
だし、村上地区以外の人は期日の指定
がなく、先着順に受け付けますので、
多少時間がかかる場合があります）
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申告相談会を開催します 朝日地区
市役所（本庁）と税務署の申告相談

◆市・県民

税の申告

◆所得税の

確定申告

朝日支所の申告相談
◆ところ
◆時　間

◆集落指定日

と　き 午　　前 午　　後 と　き 午　　前 午　　後

申告相談会を利用する人へのお願い

　・医療費控除を受ける人　⇒　支払先ごとに領収書の合計額を計算しておいてください
　・事業収入（営業や農業など）がある人
　　　　　　　　　　　　　⇒　収入と経費（領収書）を整理して、項目ごとに計算しておいてください

■問い合わせ

　市役所本庁と村上税務署でも、左の
期間中、申告相談を受け付けています。
　村上市内全地区を対象に受け付け
ていますので、ご利用ください。（た
だし、村上地区以外の人は期日の指定
がなく、先着順に受け付けますので、
多少時間がかかる場合があります）
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申告相談会を開催します 山北地区
市役所（本庁）と税務署の申告相談

◆市・県民

税の申告

◆所得税の

確定申告

山北支所の申告相談
◆対象集落および会場

と　　き 時　　間 対象集落 会　　場 と　　き 時　　間 対象集落 会　　場

申告相談会を利用する人へのお願い

　・医療費控除を受ける人　⇒　支払先ごとに領収書の合計額を計算しておいてください
　・事業収入（営業や農業など）がある人
　　　　　　　　　　　　　⇒　収入と経費（領収書）を整理して、項目ごとに計算しておいてください

■問い合わせ

　市役所本庁と村上税務署でも、左の
期間中、申告相談を受け付けています。
　村上市内全地区を対象に受け付け
ていますので、ご利用ください。（た
だし、村上地区以外の人は期日の指定
がなく、先着順に受け付けますので、
多少時間がかかる場合があります）

出張申告期間中（２/16～３/ ２）は山北支所税務係へおいでいただいても申
告受け付けはできませんので、あらかじめご了承ください。
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平成21年度 村上市奨学生募集
　平成21年４月に市に居住する人の子弟で大学や短大、専修学校へ在学している、または進学する予定で、
学業成績が優秀で、かつ経済的理由により修学困難な人に選考のうえ、奨学金の貸与を行います。

◆申し込み資格
　①保護者が村上市民で、市税を滞納していないこと

　②学業成績が優秀と認められる人（在学する学校または出身学校の推薦が必要です）

　③�本人の保護者（父および母。母子家庭の場合は母。父子家庭の場合は父。父および母がいない場合は後
見人）の１年間の収入額が、おおむね600万円以下。事業所得などでおおむね400万円以下であること

　④村上市内に連帯保証人２人を有する人

　　（１人は保護者、１人は独立の生計を営む成年者）

　⑤日本学生支援機構、新潟県など、ほかの奨学金を受けていない人（併願は可）

◆奨学金の貸与月額と貸与期間

　①貸与月額 大学 70,000円　　50,000円　　30,000円

短大、専修学校 30,000円

　　※専修学校は専門課程であって、就学年数が２年以上に限ります

　　※大学の金額は本人の希望、家庭の事情などを勘案して決定します

　　・�奨学金は無利子であり、卒業後１年を経過した後、10年を超えない範囲で全額を均等月賦で、口座振
替払いで返還しなければなりません。

　②貸与期間　平成21年４月から最短修学年限の終期までです。

◆申し込み期間および方法
　①申し込み期間　２月２日㈪～３月10日㈫
　②提出先　　　　�申請書などは教育委員会学校教育課（朝日庁舎）および各事務所教育課で、配布、受け

付けをします。

　　　　　　　　　なお、申請書などは市ホームページからダウンロードできます。

　③提出書類　　　・奨学金貸付申請書

　　　　　　　　　・奨学生推薦調書

　　　　　　　　　・住民票謄本

　　　　　　　　　・前年の世帯全員の所得を証明するもの

　　　　　　　　　　（平成20年分の給与源泉徴収票、公的年金源泉徴収票、確定申告の控え）
　　　　　　　　　・連帯保証人を内諾している人の納税証明書

◆採否決定の時期と通知
　・平成21年４月上旬までに選考結果を通知します。

●問い合わせ　教育委員会学校教育課　☎72－6882
　　　　　　　各地区教育事務所学校教育係　村上事務所（☎53－2111　内線136）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荒川事務所（☎62－3050）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神林事務所（☎66－6111　内線252）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山北事務所（☎77－4052）
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第３回　「村上岩船地域の医療を考えるフォーラム」

今、県北の医療が危ない！
～地域医療を住民で支えよう～

■主催／村上・岩船地域医療懇談会

　全国的な医師不足の中、特に村上岩船地域は医師数の減少が顕著で、救急医療を担う病院勤

務医の負担が増しています。

　このような厳しい状況の中、医療を提供する側と受ける側がそれぞれ地域医療について日ご

ろから思っていることを発表し合います。地域医療を守るため、今必要なことを皆さんも一緒

に考えてみませんか。

○と　き　２月28日㈯　午後２時～４時30分

○ところ　村上市民ふれあいセンター　多目的ホール

○入場無料

　（たくさんの市民の皆さんの参加をお待ちしています）

☆第１部　講演　～医療を提供する立場から

　１　伊賀　芳朗　氏（いが医院院長）

　　　「かかりつけ診療所医師の役割等」

　２　鈴木　薫　氏（新潟県立坂町病院院長）

　　　「病診連携について」

　３　林　達彦　氏（厚生連村上総合病院外科部長）

　　　「メディカルコントロール～救急救命士の仕事を通して」

　４　平山　恵理子　氏（厚生連村上総合病院看護師主任）

　　　「看護師の仕事を通して」

☆第２部　意見発表　～医療を受ける立場から

　１　斎藤　彰　氏（いわふね青年会議所事務局長）

　　　「予防医療について」

　２　鈴木　真実　氏（村上市中原在住、専業主婦）

　　　「地域医療の将来への不安と私たち住民が考えなければならないこと」

　３　鈴木　宗洋　氏（村上市府屋在住、民生委員児童委員）

　　　「医師不足への不安と通院時の交通手段」

●問い合わせ　保健医療課予防医療係　☎53－2111（内線264）

写真は平成19年２月に行われた医療フォーラム
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地
域
審
議
会
だ
よ
り

村
上
地
区

　

・
10
月
24
日
㈮
開
催

◆
会
議
で
出
さ
れ
た
意
見

・�

他
地
区
で
の
審
議
会
で
は
「
ゾ
ー

ニ
ン
グ
に
こ
だ
わ
る
べ
き
で
は
な

い
」と
い
う
意
見
が
な
い
の
で
、本

地
区
と
か
な
り
の
温
度
差
が
あ
る

よ
う
に
感
じ
る
。
他
地
区
は
自
分

た
ち
の
特
色
が
な
く
な
っ
て
し
ま

う
と
い
う
危き

惧ぐ

が
強
い
の
だ
と
感

じ
る
。

・�（
他
地
区
は
）各
地
区
の
文
化
を
守

る
と
い
う
意
見
が
多
く
、
そ
の
気

持
ち
は
理
解
で
き
る
が
、
地
区
の

枠
を
超
え
て
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
市
長
に
答
申
す
べ
き
と

思
う
。

・�

そ
の
地
区
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と

上
に
立
っ
た
視
点
、
大
き
な
観
点

で
答
申
す
れ
ば
い
い
と
思
う
。

・�

地
域
の
特
性
を
活
か
す
の
で
あ
れ

ば
、
地
区
分
け
に
こ
だ
わ
ら
な
く

て
も
で
き
る
と
思
う
。
全
体
で
と

ら
え
て
も
、
地
域
の
特
性
や
良
さ

を
出
し
て
い
け
ば
、
み
ん
な
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
も
の
が
で
き
る
と

思
う
。

・�

教
育
の
分
野
に
つ
い
て
、
考
慮
し

て
も
ら
い
た
い
。
校
舎
の
老
朽
化

や
耐
震
性
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
を
抱
え
て
い
る
の
で
重
点
的
に

検
討
し
て
も
ら
い
た
い
。

◇
村
上
地
区
の
答
申

　

合
併
後
の
村
上
市
全
体
の
一
体
感

を
醸
成
す
る
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
的
方
向
を
合
併
前
の
旧
市
町
村

単
位
に
と
ら
わ
れ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の

特
性
を
関
連
さ
せ
な
が
ら
活
か
し
、

将
来
も
志
向
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
基

本
的
視
点
と
し
て
答
申
す
る
。

（
村
上
地
区
で
の
様
子
）

荒
川
地
区

　

・
10
月
31
日
㈮
開
催

◆
会
議
で
出
さ
れ
た
意
見

・�

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
関
し

て
、
ど
う
い
う
も
の
を
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
財
産
と
し
て
守
り
、
築

き
上
げ
て
い
く
か
、
行
政
が
具
体

的
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
取
り
組

ん
で
も
ら
い
た
い
。

・�

地
域
医
療
の
拠
点
で
あ
る
病
院
施

設
の
充
実
に
つ
い
て
は
大
事
な
こ

と
だ
と
思
う
の
で
、
答
申
に
含
め

て
も
ら
い
た
い
。

・�

職
員
の
知
識
を
も
っ
と
高
め
て
も

ら
い
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
っ
と

職
員
の
交
流
を
図
っ
た
ほ
う
が
よ

い
。

◇
荒
川
地
区
の
答
申

　

合
併
市
町
村
基
本
計
画
で
示
さ

れ
た
当
地
区
の
内
容
を
基
本
と
し

な
が
ら
、
地
域
医
療
拠
点
施
設
の
充

実
を
は
じ
め
と
す
る
居
住
環
境
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
整
備
す
る
こ
と
。
ま

た
「
日
本
一
の
清
流　

荒
川
」
と
い

う
資
源
を
有
効
活
用
し
、
農
業
・
漁

業
・
商
業
や
観
光
な
ど
の
各
分
野
の

振
興
を
図
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
豊
富

な
地
域
資
源
を
誇
る
村
上
市
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
十
分
に
活
か
す
た

め
に
、
地
区
の
枠
組
み
を
越
え
、
清

流
荒
川
を
は
じ
め
と
す
る
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
資
源
を
一
体
的
に
と
ら

え
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
そ
の
相

乗
効
果
に
よ
り
交
流
人
口
の
増
加
、

ひ
い
て
は
村
上
市
の
南
の
玄
関
口

と
し
て
当
地
区
の
発
展
を
目
指
す

こ
と
を
、
当
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
的
方
向
と
し
て
答
申
す
る
。

（
荒
川
地
区
で
の
様
子
）

神
林
地
区

　

・
10
月
22
日
㈬
開
催

◆
会
議
で
出
さ
れ
た
意
見

・�

一
つ
の
市
に
な
っ
た
の
で
、
線
で

繋
が
る
こ
と
が
大
事
。
そ
う
い
っ

た
方
向
で
進
ん
で
ほ
し
い
。

・�

観
光
な
ど
は
、
全
体
の
ゾ
ー
ニ
ン

グ
と
な
る
の
で
、
重
複
し
た
ゾ
ー

ニ
ン
グ
が
あ
っ
て
も
良
い
の
で
は

な
い
か
。

・�

今
後
は
学
校
統
合
な
ど
で
、
地
域

　

本
年
度
の
第
２
回
地
域
審
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
市
長
か
ら
諮
問
を
受
け
た
「
市
総
合
計
画
策
定
に
向
け
た
各

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
方
向（
合
併
市
町
村
基
本
計
画
上
の
ゾ
ー
ニ

ン
グ
）」に
つ
い
て
再
度
審
議
を
行
い
、市
長
へ
の
答
申
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
会
議
で
審
議
会
委
員
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
と
、
各
地
域
審
議

会
か
ら
答
申
さ
れ
た
内
容（
概
要
）に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

第２回
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
失
わ
れ
て
い

く
の
で
は
な
い
か
。
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
を
ど
の
よ
う
に
維
持
し

て
い
く
か
を
提
案
で
き
た
ら
良

い
。

・�

学
校
が
統
合
し
た
場
合
、
跡
地
利

用
も
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思

う
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活

用
と
し
て
検
討
し
て
み
て
は
ど
う

か
。

◇
神
林
地
区
の
答
申

・�

他
地
区
と
連
携
し
て
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
こ
と

・�

地
域
に
あ
る
も
の
の
活
用
を
図
る

こ
と

・�

農
業
が
主
体
の
地
区
で
あ
り
先
人

た
ち
が
築
き
上
げ
て
き
た
も
の
を

守
る
こ
と

・�

農
業
後
継
者
や
集
落
の
維
持
に
最

大
限
努
力
す
る
こ
と

・�

地
域
の
活
発
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

活
動
を
図
る
こ
と

以
上
を
踏
ま
え
た
市
総
合
計
画
に
向

け
た
本
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

的
方
向
と
す
る
よ
う
答
申
す
る
。

（
神
林
地
区
で
の
様
子
）

朝
日
地
区

　

・
10
月
24
日
㈮
開
催

◆
会
議
で
出
さ
れ
た
意
見

・�

こ
れ
か
ら
策
定
す
る
総
合
計
画
に

は
、
農
業
に
関
す
る
取
り
組
み
を

積
極
的
に
盛
り
込
ん
で
も
ら
い
た

い
。

・�

各
地
区
の
議
事
録
を
見
る
と
、
特

に
合
併
し
た
の
だ
か
ら
地
区
と
か

地
域
に
こ
だ
わ
ら
な
い
意
見
と
地

域
の
特
色
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
る
意
見
が
あ
る
。
朝
日

地
区
は
農
村
と
し
て
栄
え
て
き
た

わ
け
だ
か
ら
、
農
業
に
関
す
る
取

り
組
み
を
盛
り
込
む
こ
と
で
答
申

と
し
た
い
。

◇
朝
日
地
区
の
答
申

　

合
併
市
町
村
基
本
計
画
に
示
さ
れ

た
基
本
的
方
向
を
各
地
区
の
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
的
方
向
と
す
る
こ
と
に

異
論
は
な
く
、適
当
と
認
め
る
が
、次

の
事
項
に
十
分
配
慮
さ
れ
る
こ
と
を

要
望
し
、答
申
と
す
る
。

①
当
地
区
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
っ

と
盛
り
込
む
こ
と
。

②
先
人
が
培
っ
て
き
た
歴
史
的
遺
産

や
伝
統
文
化
を
守
り
、
歴
史
風
土
に

根
ざ
し
た
教
育
文
化
の
香
り
高
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
。

③
地
域
の
素
材
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
の
最
大
限
の
努
力
を
払

う
こ
と
。

（
朝
日
地
区
で
の
様
子
）

山
北
地
区

　

・
10
月
22
日
㈬
開
催

◆
会
議
で
出
さ
れ
た
意
見

・�

少
子
高
齢
化
が
全
体
的
に
進
ん
で

お
り
、
高
校
生
も
定
住
し
な
い
状

態
で
あ
る
。そ
う
い
っ
た
問
題
も
、

こ
の
ま
ち
づ
く
り
の
重
点
に
置
く

こ
と
が
必
要
。

・�

地
区
に
は
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ

り
、そ
の
個
性
を
ど
う
活
か
す
か
、

新
市
の
中
で
ど
う
融
合
さ
せ
る
か

が
大
切
だ
と
思
う
。

・�

地
域
間
格
差
が
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
あ
ま
り
地
区
に
こ
だ
わ
る
と

合
併
し
た
中
で
も
格
差
が
広
が
る

の
で
は
な
い
か
。
全
市
一
体
と

な
っ
た
方
向
性
が
必
要
。

・�

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
考
え
れ
ば
良

い
。
あ
ま
り
広
く
考
え
て
も
だ
め

な
の
で
は
と
思
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の

地
区
を
主
体
と
し
た
構
想
が
必
要

と
思
う
。

・�

地
域
の
特
性
を
一
つ
一
つ
積
み
上

げ
て
い
か
な
け
れ
ば
実
現
で
き
な

い
と
思
う
。地
域
か
ら
積
み
上
げ
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
ま
と
め
て

い
く
べ
き
。
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
個

性
が
必
要
。

◇
山
北
地
区
の
答
申

　

地
域
の
魅
力
を
理
解
し
、
認
め
合

い
な
が
ら
個
性
的
で
具
体
的
な
地
域

づ
く
り
の
方
向
性
が
必
要
と
判
断

し
、土
地
利
用
構
想
に
つ
い
て
は
、旧

市
町
村
単
位
の
特
性
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
的
方
向
で
の
ゾ
ー

ニ
ン
グ
を
答
申
と
す
る
。

（
山
北
地
区
で
の
様
子
）

　

本
会
議
を
も
っ
て
、
今
年
度
の
地

域
審
議
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
来
年
度
の
地
域
審
議
会
は

年
４
回
程
度
の
開
催
を
予
定
し
て
お

り
、
各
地
域
の
施
策
な
ど
に
つ
い
て

さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
審
議
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

�

政
策
推
進
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
３
３
２
）
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毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
元
旦
マ

ラ
ソ
ン
大
会
が
行
わ
れ
、
市
内
は
も

と
よ
り
県
内
外
か
ら
も
多
く
の
参
加

が
あ
り
、
新
春
に
ふ
さ
わ
し
い
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

時
折
雪
が
ち
ら
つ
く
中
で
の
大
会

と
な
り
ま
し
た
が
、
選
手
の
皆
さ
ん

は
寒
さ
に
負
け
る
こ
と
な
く
力
走
し

て
い
ま
し
た
。

大

会

結

果

※�
各
部
門
に
市
内
在
住
の
入
賞
者（
氏
名

上
の
数
字
は
順
位
）を
掲
載
し
て
い
ま

す
。小
学
生
の
種
目
は
10
位
以
内
、中

学
生
以
上
は
８
位
以
内
の
入
賞
で
す

１
㎞
ペ
ア
マ
ラ
ソ
ン

　
　

１
３
９
組
が
参
加

２
㎞
ペ
ア
マ
ラ
ソ
ン

　
　

87
組
が
参
加

２
㎞
男
子
小
学
生
低
学
年

　

２　

小
田
祐
樹（
山
辺
里
）

　

７　

丸
山
祥
広（
瀬
波
温
泉
二
丁
目
）

　

８　

相
馬
迅（
高
根
）

　

９　

本
間
俊
介（
早
川
）

　

10　

駒
澤
俊
輔（
飯
野
西
）

２
㎞
女
子
小
学
生
低
学
年

　

１　

新
田
菜
々
実（
高
根
）

　

５　

本
間
玲
那（
松
原
町
二
丁
目
）

　

６　

武
田
季
笑（
松
原
町
一
丁
目
）

　

７　

石
田　

花（
あ
け
ぼ
の
）

　

８　

板
垣
南
実（
寺
尾
）

　

９　

岡
田　

翠（
杉
原
）

３
㎞
男
子
中
学
生

　

２　

相
馬
一
生（
早
稲
田
）

　

３　

板
垣
達
也（
寺
尾
）

　

４　

磯
部
朝
日（
小
口
川
）

　

５　

遠
山
慎
吾（
高
根
）

　

７　

菅
原
佑
太（
岩
沢
）

３
㎞
女
子
中
学
生

　

３　

渡
辺　

彩（
檜
原
）

　

８　

横
井
裕
里
菜（
宿
田
）

３
㎞
女
子
高
校
生
以
上

　

１　

太
田
和
可
奈（
檜
原
）

　

３　

木
村
亜
理
沙（
山
屋
）

　

８　

中
澤
陽
子（
二
之
町
）

３
㎞
男
子
30
歳
～
49
歳

　

４　

藤
田
美
憲（
山
居
町
一
丁
目
）

　

６　

島
田
良
樹（
下
新
保
）

３
㎞
男
子
50
歳
以
上

　

３　

斎
藤　

忍（
岩
沢
）

　

４　

吉
川
一
美（
中
原
）

　

５　

里
山
政
信（
中
原
）

　

６　

木
村
太
文（
志
田
平
）

　

７　

板
垣
正
明（
杉
原
）

　

８　

宗
田
由
記
雄（
四
日
市
）

３
㎞
男
子
小
学
生
高
学
年

　

２　

見
原　

慧（
南
町
二
丁
目
）

　

３　

近
藤
大
智（
金
屋
）

　

８　

田
澤
一
輝（
天
神
岡
）

　

10　

市
岡
智
也（
鍛
冶
町
）

３
㎞
女
子
小
学
生
高
学
年

　

１　

藤
田
明
日
香（
山
居
町
一
丁
目
）

　

２　

山
脇　

悠（
松
原
町
四
丁
目
）

　

４　

近
藤
真
咲（
坂
町
）

　

５　

髙
橋
美
沙（
三
之
町
）

　

６　

大
滝
奈
緒
子（
北
中
）

　

７　

新
田
結
里
奈（
高
根
）

　

８　

齋
藤
綾
香（
肴
町
）

　

10　

大
滝
え
み
り（
小
口
川
）

５
㎞
男
子
中
学
生

　

２　

中
山
理
生（
松
原
町
一
丁
目
）

　

５　

海
沼
和
孝（
田
端
町
）

　

６　

大
滝
涼
平（
上
野
）

５
㎞
男
子
高
校
生
～
29
歳

　

３　

福
山
収
一（
岩
沢
）

　

８　

山
脇
滉
一（
松
原
町
四
丁
目
）

５
㎞
男
子
30
歳
～
39
歳

　

６　

大
滝　

勉（
府
屋
）

　

８　

菅
井
昭
博（
塩
谷
）

５
㎞
男
子
40
歳
～
49
歳

　

１　

佐
藤
鶴
英（
新
町
）

　

３　

井
上　

正（
朝
日
中
野
）

　

７　

板
垣
尚
俊（
高
根
）

　

８　

髙
野
賢
二（
小
岩
内
）

５
㎞
男
子
50
歳
～
59
歳

　

６　

大
滝
昭
雄（
鵜
泊
）

　

７　

新
井
田
和
信（
大
欠
）

　

８　

佐
藤
敬
一（
藤
沢
）

５
㎞
男
子
60
歳
以
上

　

５　

小
池
知
惠
藏（
葛
籠
山
）

５
㎞
女
子
高
校
生
～
39
歳

　

４　

近
藤
留
美
子（
坂
町
）

　

６　

江
口
恭
子（
府
屋
）

５
㎞
女
子
40
歳
以
上

　

２　

鈴
木
信
子（
長
政
）

　

７　

山
脇
牧
子（
松
原
町
四
丁
目
）

　

８　

佐
藤
小
百
合（
塩
谷
）

10
㎞
男
子
高
校
生
～
29
歳

　

１　

永
田　

務（
瀬
波
温
泉
二
丁
目
）

　

４　

大
越
崇
史（
岩
船
縦
新
町
）

　

８　

石
田
渓
介（
片
町
）

10
㎞
男
子
30
歳
～
39
歳

　

８　

佐
藤
仁
美（
川
部
）

10
㎞
男
子
40
歳
～
49
歳

　

５　

宇
鉄
広
一（
北
大
平
）

10
㎞
男
子
50
歳
～
59
歳

　

２　

長
谷
川
伸
次（
二
之
町
）

　

５　

齋
藤
正
幸（
藤
沢
）

10
㎞
男
子
60
歳
以
上

　

１　

田
中
克
幸（
山
居
町
一
丁
目
）

　

４　

遠
山
喜
久
夫（
宿
田
）

10
㎞
女
子
高
校
生
以
上
～
39
歳

　
　

対
象
者
は
い
ま
せ
ん
で
し
た

10
㎞
女
子
40
歳
以
上

　

５　

髙
野
美
恵
子（
岩
船
上
大
町
）

モォー疲れた～

第54回
村上市元旦マラソン大会
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村上市開催（運営）の競技種目別マスコット

燃えつくせ！　君のパワーを　村上で
（村上市国体スローガン）

○問い合わせ

　国体課村上分室（☎53－2202）

相撲 銃剣道 トライアスロン

スケートボード 3B体操 リズム体操

高等学校軟式野球

　

１
月
１
日
㈷
に
開
催
さ
れ
た
第
54
回
村
上
市
元
旦
マ
ラ
ソ
ン

大
会
に
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ト
ッ
キ
ッ
キ
」
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
時
折
小
雪
の
降
る
あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、

ト
ッ
キ
ッ
キ
は
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
付
近
で
、
県
内
外
か
ら
参

加
し
た
１
，
３
２
４
人
の
ラ
ン
ナ
ー
を
応
援
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ゴ
ー
ル
し
た
ラ
ン
ナ
ー
が
集
ま
る
村
上
体
育
館
内
で

は
、
子
ど
も
た
ち
に
囲
ま
れ
、
握
手
を
し
た
り
、
一
緒
に
記
念

撮
影
し
た
り
と
大
人
気
。
国
体
開
催
年
の
幕
開
け
の
日
に
第
64

回
国
民
体
育
大
会
（
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
）
の
Ｐ
Ｒ
に
大
忙
し

の
ト
ッ
キ
ッ
キ
で
し
た
。

大
分
か
ら
新
潟
へ

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
お
お
い
た
国
体

の
事
業
概
要
説
明
会
が
、
昨
年
12

月
11
日
㈭
と
18
日
㈭
に
大
分
県

由
布
市
お
よ
び
宇
佐
市
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

由
布
市
で
は
銃
剣
道
、
宇
佐
市

で
は
相
撲
と
高
校
野
球
（
軟
式
）

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
競
技
に
関

す
る
こ
と
や
市
民
運
動
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
引
き
継

ぎ
ま
し
た
。

由布市での説明会の様子

　２月17日㈫～20日㈮まで、第64回国民体育大会（トキめき新潟国体）冬季大会スキー競技会が開催さ
れます。

　開催種目は以下の通りです。トップレベルの滑走などをぜひご観覧ください。

・十 日 町 市・・・クロスカントリー、コンバインド（クロスカントリー）、モーグル

・妙　高　市・・・スノーボード

・湯　沢　町・・・ジャイアントスラローム、スペシャルジャンプ、コンバインド（ジャンプ）

・津　南　町・・・バイアスロン

冬季大会スキー競技会が開催されます

トッキッキと握手

元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に

 

ト
ッ
キ
ッ
キ
が
や
っ
て
き
た
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交
通
災
害
共
済
と
は
？

　

会
員
が
交
通
事
故
に
遭
わ
れ
た
場

合
に
、
見
舞
金
を
支
給
す
る
県
内
全

市
町
村
で
運
営
す
る
県
民
相
互
救
済

の
制
度
で
す
。

　

自
転
車
で
の
自
損
事
故
も
見
舞
金

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

ど
な
た
で
も
加
入
Ｏ
Ｋ
！

　

市
内
に
居
住
し
て
い
る
人
お
よ
び

そ
の
家
族
。
県
内
外
に
単
身
赴
任
し

て
い
る
人
や
学
生
も
加
入
で
き
ま

す
。

　

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
ど

な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

会
費
や
見
舞
金
額
は
？

　

会
費
は
１
人
年
額
５
０
０
円
。

　

交
通
災
害
に
遭
わ
れ
た
場
合
、

３
万
円
〜
１
３
０
万
円
の
見
舞
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

（
請
求
は
実
治
療
日
数
７
日
以
上
か

ら
で
す
）

共
済
期
間
は
？

　

平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
22

年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。
４
月
以
降

の
お
申
し
込
み
は
、
そ
の
翌
日
か
ら

平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
が
共
済
期

間
と
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

　

２
月
15
日
号
の
市
報
と
一
緒
に
加

入
申
込
書
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布

し
ま
す
。
一
人
当
た
り
５
０
０
円
の

会
費
と
一
緒
に
市
内
金
融
機
関
、
町

内
会
な
ど
、
ま
た
は
左
記
の
市
役
所

窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
配
布
時
期
お
よ
び
取
り
ま
と
め

方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
各
地
区
で

異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

市
民
課
生
活
交
通
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
８
６
）

荒
川
支
所　

市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　

☎
62
‐
３
１
０
１（
内
線
１
１
５
）

神
林
支
所　

市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　

☎
66
‐
６
１
１
１（
内
線
１
０
１
）

朝
日
支
所　

市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　

☎
72
‐
６
８
８
５

山
北
支
所　

市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　

☎
77
‐
３
１
１
２

交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

２月１日㈰から下記のとおり、村上市北新保と牧目の一部が松喜和となります。

神林地区の字名が変更となります
変更前 変更後

大字 字 地番 大字 字

北新保 砂山 688から
692の４まで

松喜和 砂山

牧　目 松蔭 1125から
1130の７まで

松蔭

砂山 1275、1293の1
から1322まで、
1389の１から
1603の１まで、
2163の１から
2201まで

砂山

●問い合わせ

　神林支所　地域振興課地域振興係

　☎66－6111（内線273）

■郵便番号

　字の変更に伴い、郵便番号も変更となります。

　　959－3428　村上市松喜和

■変更区域図

 688
692 4

 1125
1130 7

 1275 1293 1
1322

1389 1
1603 1
2163 1
2201
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の事
ふ れ あ い 平成20年度

村上市民ふれあいセンター 主催 業 ご 案内
TEL 52-0201　FAX 52-0202　HP　http://www.iwafune.ne.jp/̃fureai　E-mail　0201@mail.iwafune.ne.jp

みんなの力みんなの力
村上市民ふれあいセンターでは、恒例になりました「みんなの力」を開催します。
舞踊や民謡、よさこいソーランやダンスなど、さまざまな活動を行っている
皆さんが、日ごろの練習の成果を発表します。ぜひご覧ください。

 月 日㈯
開演　午前9時30分～

舞踊・民謡・箏曲・ダンス・和太鼓などの発表会です。
幅広いジャンルから、それぞれ皆さんが
日ごろの練習の成果を発表します。
多目的ホールステージ上で行います

ふれあい芸能祭

〈舞踊〉
あやめ会
桜踊会
奥田流茜会
神林民謡研究会
杉の子会
なつ美会
ひまわり舞踊会
めぐみ会
舞の会
山友会
令津会
〈民謡〉
荒川民謡友之会
〈詩吟〉
詩吟　聖風会
〈社交ダンス〉
サンデーダンスクラブ
すみれ会
瀬波すみれ会
メイトダンススクール
〈フラダンス〉
カイワヒネ村上
メレフラハッピーワヒネ
〈フリースタイルダンス〉
Suger&Spice girl's
New.Age.Dragon
パワードラゴン
〈チアダンス〉
Angel.Dragon
〈レクダンス〉
木の靴
〈ダンス〉
トッキッキスペシャルキッズ
〈箏曲〉
喜法会
村上中等教育学校箏曲部A班
村上中等教育学校箏曲部B班
〈フルート〉
フルート愛好会
〈手話ソング〉
手話サークルひまわり会
〈和太鼓〉
関小学校　龍泉太鼓クラブ
瀬波温泉潮太鼓子若連
〈大正琴〉
大正琴サークル　花水木
新潟城春会
〈わらべうた〉
越後村上のわらべうた教室

ふれあい芸能祭
出演団体

〈よさこいソーラン〉
あさひ21キッズ

あさひヨサコイチーム21
KAC風花

スマイル☆きっず
みおもて美鮭会

よさこいソーラン隊　花・華・美
よさこい和楽（鳴子踊）

えちご関川踊りた～い&スポ少よさこいクラブ
〈IZANAI〉

下越合同連　光
七音　～sion～
〈下駄総踊り〉
下駄総踊り

〈HIPHOPダンス〉
荒川町スポーツ少年団　A－FROG
ダンススクールWING　HIPHOP

ダンススクールWING　ストリートダンス
〈フラダンス〉
カフルイ荒川
〈ダンス〉
天晴シニア

YOSAKOIフェステバル
inむらかみ
出演団体

200922 1414

 月 日㈰
開演　午後1時～

午前10時～午後3時30分

YOSAKOIソーラン・フラダンス・ヒップホップ・
ブレイクダンスなどの発表会です。ステージ発表では
味わえない、踊り手と客席の一体感をお楽しみください。

多目的ホールフロアで行います

YOSAKOIフェスティバルinむらかみ

今年で3回目の開催です。手作りのぬくもりが
伝わる雑貨たちが皆さんをお待ちしています。
恒例のアコースティックライブもあります。

※出演団体は都合により変更になる場合があります

主催：㈶イヨボヤの里開発公社
協力：菜の花's手作り雑貨マーケット

主催　新潟県文化振興財団
　　　新潟文化祭実行委員会
　　　村上市
共催　㈶イヨボヤの里開発公社

津軽三味線の名人、高橋竹山師の流れを汲む三味線プレーヤー小林史佳（ふみよし）。　
独自の奏法によって生み出される深みのある音が、おしゃぎり展示場に響きます。
関川村渡邉邸を始め、県内外で広く演奏活動を行っている同氏の演奏をお楽しみください。

※未就学児の入場はご遠慮ください　※受付後、「第25回城下町村上に伝わるひな人形展」を見学できます

ふれあいホールで行います

菜の花's　手作り雑貨マーケット

全席自由　500円（限定80席）

平成21年3月14日㈯
受付開始　午後6時　開演　午後7時

村上市郷土資料館（おしゃぎり会館）
おしゃぎり展示場特設ステージ

22 1515

入場整理券あり
ふれあい芸能祭・
YOSAKOIフェスティ
バルinむらかみに入
場希望の人は整理券
が必要です。

〈整理券配布場所〉
市内各地区公民館
村上市総合文化会館
朝日きれい館
村上市民
ふれあいセンター

マイタウンコンサート　和みの夕べ
～おひなさまと三味線演奏～～おひなさまと三味線演奏～

会場
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元気な
うちから
介護予防

　

「
閉
じ
こ
も
り
」と
は
、
寝
た
き
り

な
ど
で
は
な
い
の
に
、家
か
ら
ほ
と
ん

ど
外
出
せ
ず
に
過
ご
す
よ
う
な
、
生

活
の
活
動
範
囲
が
非
常
に
狭
く
な
っ

て
い
る
状
態
を
い
い
ま
す
。原
因
は
、

老
化
に
よ
る
身
体
能
力
や
意
欲
の
低

下
、希
薄
な
人
間
関
係
、家
の
構
造
や

住
環
境
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

■
な
ぜ「
閉
じ
こ
も
り
」

予
防
が
大
切
な
の

　

特
に
高
齢
期
で
は
、「
家
が
一
番
」と

ば
か
り
に
家
に
こ
も
っ
て
ば
か
り
い

る
と
、使
わ
な
い
足
腰
は
衰
え
、食
欲

も
低
下
し
、
気
が
つ
か
な
い
う
ち
に

衰
弱
し
て
し
ま
い
ま
す
。ま
た
、家
の

中
に
こ
も
っ
て
い
る
と
刺
激
が
少
な

く
、し
だ
い
に
脳
も
衰
え
、認
知
症
を

招
き
や
す
く
な
り
ま
す
。「
閉
じ
こ
も

り
」が
続
く
と
、要
介
護
状
態
に
な
る

こ
と
も
少
な
く
な
い
の
で
す
。

■
閉
じ
こ
も
り
予
防
は

日
常
生
活
の
改
善
か
ら

改
善
１

外
出
す
る
回
数
を
増
や
し
ま

し
ょ
う
。

・�

積
極
的
に
自
宅
か
ら
外
に
出
て
み

ま
し
ょ
う
。

・�

で
き
れ
ば
週
３
〜
４
回
は
外
出
し

ま
し
ょ
う
。

改
善
２

出
か
け
る
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。

・�

買
い
物
や
用
足
し
、友
人
と
の
交
流

を
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
化
し
ま
し
ょ
う
。

・
散
歩
の
習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

改
善
３

地
域
の
活
動
に
参
加
し
ま
し
ょ

う
。

・�

趣
味
の
サ
ー
ク
ル
な
ど
に
参
加
し

﹁
閉
じ
こ
も
り
﹂を
予
防
し
ま
し
ょ
う

て
み
ま
し
ょ
う
。

・�

地
域
の
茶
の
間
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
参
加
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は

各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

村
上
地
区

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
３
６
３
）

荒
川
地
区　

☎
62
‐
０
０
９
５

神
林
地
区

　

☎
66
‐
６
１
１
１（
内
線
１
２
１
）

朝
日
地
区　

☎
72
‐
０
６
６
６

山
北
地
区　

☎
77
‐
４
０
５
３

　

今
月
は「
エ
ノ
キ
タ
ケ
」に
つ
い
て
、栽
培
者
の

大
場
俊
一
さ
ん
（
岩
沢
）
＝
写
真
＝
か
ら
お
話
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

「
雪
ぼ
う
し
」と
い
う
、エ
ノ
キ
タ
ケ
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
、
新
潟
県
森
林
研
究
所
が

種
菌
を
開
発
し
た
新
潟
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
で
す
。
茎
が
太
く
、
シ
ャ
キ
シ
ャ

キ
感
が
特
徴
で
す
。
エ
ノ
キ
の
帽
子
を
か
ぶ
っ
た
愛
く
る
し
い
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
目
印
で
す
。
栽
培
者
は
ご
く
わ
ず
か
で
す
が
、
皆
さ
ん
に
い
い
も
の

を
お
届
け
す
る
た
め
、頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

煮
て
も
焼
い
て
も
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
感
が
あ
る
雪
ぼ
う
し
を
お
楽
し
み
い

た
だ
け
る
よ
う
、簡
単
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
す
。

雪
ぼ
う
し
と
し
ら
す
の
チ
ー
ズ
焼
き

分
量（
４
人
分
）

　

雪
ぼ
う
し（
エ
ノ
キ
タ
ケ
）１
０
０
グ
ラ
ム
・
し
ら
す
大
さ
じ
２
杯
、と
ろ
け
る

チ
ー
ズ
１
０
０
グ
ラ
ム
、粉
チ
ー
ズ
30
グ
ラ
ム

①
雪
ぼ
う
し
の
株
を
切
り
落
と
し
、２
セ
ン
チ
の
長
さ
に
切
る
。

②
す
べ
て
の
材
料
を
混
ぜ
合
わ
せ
、フ
ラ
イ
パ
ン
に
均
等
に
広
げ
る
。

③�

中
火
に
か
け
、チ
ー
ズ
が
ふ
つ
ふ
つ
と
し
て
き
た

ら
裏
返
す（
こ
の
時
、火
か
ら
外
し
て
少
し
固
め

て
か
ら
返
す
と
良
い
）。両
面
を
焼
く
。

④
火
か
ら
お
ろ
し
て
、チ
ー
ズ
が
固
ま
っ
た
ら
切
り
分
け
る
。

●
問
い
合
わ
せ　

保
健
医
療
課
予
防
医
療
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
６
５
）
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こ
ん
に
ち
は
！ 

保
健
師
で
す

防
ご
う
！
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
、
冬
季
を
中
心

に
発
生
す
る
感
染
性
胃
腸
炎
の
原
因

と
な
る
ウ
イ
ル
ス
で
す
。
感
染
力
が

非
常
に
強
く
、
ご
く
少
量
の
ウ
イ
ル

ス
で
も
口
か
ら
体
内
に
入
る
こ
と
で

感
染
し
ま
す
。

　

特
に
乳
幼
児
や
高
齢
者
は
、
症
状

が
重
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
感
染
し
た
と
き
の
症
状

　

感
染
後
、
24
〜
48
時
間
で
吐
き
気

や
お
う
吐
、
発
熱
、
腹
痛
、
下
痢
な
ど

の
症
状
が
現
れ
ま
す
。
感
染
す
る
と

ウ
イ
ル
ス
は
、
１
週
間
程
度
で
ふ
ん

便
と
と
も
に
排
出
さ
れ
ま
す
。

■
感
染
経
路

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
さ
れ
た
食

品
を
食
べ
て
感
染
し
ま
す
。

　

感
染
し
た
人
の
ふ
ん
便
や
お
う
吐

物
を
介
し
て
、
ほ
か
の
人
へ
感
染
し

ま
す
。

■
症
状
が
出
た
ら

　

お
う
吐
や
下
痢
が
続
く
と
き
は
、

脱
水
症
状
に
な
ら
な
い
よ
う
に
水
分

補
給
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
重
症
に
な

り
や
す
い
子
ど
も
や
高
齢
者
の
場

合
、ぐ
っ
た
り
す
る
、唇
が
乾
燥
す
る

な
ど
の
症
状
が
現
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。こ
の
よ
う
な
場
合
は
、す
ぐ
医

療
機
関
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

手
洗
い
は
感
染
予
防
の
基
本
で
す

○�

外
出
後
、ト
イ
レ
に
行
っ
た
後
、調

理
や
食
事
の
前
、
お
う
吐
物
・
ふ

ん
便
を
処
理
し
た
後
は
、
必
ず
手

を
洗
っ
て
く
だ
さ
い
。

○�

せ
っ
け
ん
を
使
い
十
分
に
こ
す
り

洗
い
し
、
水
で
洗
い
流
す
こ
と
に

よ
り
ウ
イ
ル
ス
は
大
幅
に
減
少
し

ま
す
。
こ
す
り
洗
い
は
30
秒
を
目

安
に
し
て
く
だ
さ
い
。

手
洗
い
前
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

◎
つ
め
は
短
く
切
っ
て
い
ま
す
か
。

◎�

時
計
や
指
輪
を
外
し
て
い
ま
す

か
。

汚
れ
が
残
り
や
す
い
と
こ
ろ

特
に
注
意
し
て
洗
い
ま
し
ょ
う

◎
指
先
や
つ
め
の
間
、指
の
間

◎
親
指
の
周
り
、手
首
、手
の
し
わ

●
問
い
合
わ
せ

　

保
健
医
療
課
健
康
増
進
係

　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
６
１
）

　

各
支
所
地
域
福
祉
課
保
健
衛
生
係

　

荒
川
地
区

　

☎
62
‐
３
１
０
１（
内
線
１
２
５
）

　

神
林
地
区

　

☎
66
‐
６
１
１
１（
内
線
１
１
１
）

　

朝
日
地
区　

☎
72
‐
６
８
８
７

　

山
北
地
区　

☎
77
‐
３
１
１
３

60
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
国
民
年
金
に

任
意
加
入
で
き
ま
す

　

国
民
年
金
は
、20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
加
入
す
る
制
度
で
す
が
、年
金
を
受

け
る
た
め
に
必
要
な
資
格
期
間（
受
給
資
格
期
間
）の
足
り
な
い
人
や
、過
去

に
未
納
期
間
や
免
除
期
間
な
ど
が
あ
り
、満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら

れ
な
い
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
は
、希
望
す
れ
ば
国
民
年
金
に
任
意
で
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、昭
和
40
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、受
給
資
格
期
間
を
満

た
し
て
い
な
い
た
め
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
で
き
な
い
人
は
、さ
ら
に
特
例

的
に
65
歳
か
ら
70
歳
ま
で
任
意
で
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。た
だ
し
、こ

の
場
合
は
受
給
す
る
権
利
が
発
生
し
た
以
降
の
加
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

任
意
加
入
を
希
望
す
る
人
は
、市
役
所
市
民
課
ま
た
は
、各
支
所
市
民
生

活
課
の
窓
口
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

・
年
金
手
帳

　

・
預
金
通
帳（
原
則
、口
座
振
替
で
の
納
付
と
な
り
ま
す
）

　

・
通
帳
届
け
出
印

●
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
市
民
係　

☎
53
‐
２
１
１
１（
内
線
２
８
５
）

　

荒
川
支
所
市
民
生
活
課
市
民
・
年
金
係

　
　
　
　

☎
62
‐
３
１
０
１（
内
線
１
１
６
）

　

神
林
支
所
市
民
生
活
課
市
民
・
年
金
係

　
　
　
　

☎
66
‐
６
１
１
１（
内
線
１
０
２
）

　

朝
日
支
所
市
民
生
活
課
市
民
・
年
金
係

　
　
　
　

☎
72
‐
６
８
８
５

　

山
北
支
所
市
民
生
活
課
市
民
・
年
金
係

　
　
　
　

☎
77
‐
３
１
１
２

国

民

年

金
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〝
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〟を

ご
存
じ
で
す
か
。
最
近
で
は
、
某
ド

ラ
ッ
ク
ス
ト
ア
の
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で

使
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
耳
に
さ
れ

た
こ
と
の
あ
る
人
も
多
い
と
思
い
ま

す
。

　

〝
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〟の

基
本
は
、自
分
自
身
の
健
康
は
、自
分

で
管
理
し
、守
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

病
気
や
薬
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を

持
ち
、時
に
は
上
手
に
市
販
薬（
Ｏ
Ｔ

Ｃ
医
薬
品
と
呼
び
ま
す
）
を
利
用
し

な
が
ら
、
積
極
的
に
自
分
の
健
康
管

理
を
行
う
こ
と
を
い
い
ま
す
。

※�「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
」
と
は
、「O

ver　

T
he　

C
ounter

」
の
略
。
薬
局
の
カ
ウ
ン

タ
ー
越
し
に
購
入
で
き
る
と
い
う

意
味
で
す
。

Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
と 

　
　
　

医
療
用
医
薬
品

　

で
は
、〝
上
手
な
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬

品
の
使
い
方
〟
と
は
何
で
し
ょ

う
。

　

薬
に
は
、
医
療
用
医
薬
品
と
Ｏ

Ｔ
Ｃ
医
薬
品
が
あ
り
ま
す
。
医
療

用
医
薬
品
は
医
師
の
診
断
の
も

と
、
そ
の
人
の
体
質
や
症
状
に
応

じ
た
処
方
に
よ
り
使
用
さ
れ
る

薬
で
す
。
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
は
、
自

分
の
判
断
で
購
入
・
使
用
で
き
る

薬
で
す
。
そ
の
た
め
、
医
療
用
医

薬
品
に
比
べ
安
全
性
を
重
視
し
て
作

ら
れ
て
い
ま
す
。最
近
で
は
、医
療
用

医
薬
品
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
薬

の
中
か
ら
、
充
分
な
使
用
実
績
が
あ

り
、
比
較
的
安
全
性
の
高
い
も
の
を

Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
と
し
て
販
売
で
き
る

よ
う
に
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

使
用
す
る
た
め
に
、 

　
　
　
　
　

守
る
こ
と

　

有
効
で
安
全
に
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
を

使
用
す
る
た
め
に
、
最
低
で
も
守
る

べ
き
点
は
次
の
３
つ
で
す
。

①�　

薬
の
説
明
書
は
、
必
ず
よ
く
読

ん
で
、用
法
、用
量
を
守
っ
て
く
だ

さ
い
。

な
る
ほ
ど
!
健
康

　

�　

薬
の
説
明
書
に
は
、用
法
、用
量

の
ほ
か
に
〝
し
て
は
い
け
な
い
こ

と
〟〝
相
談
す
る
こ
と
〟
な
ど
も
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
を
守
る

た
め
に
も
き
ち
ん
と
よ
く
読
ん
で

か
ら
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

②�　

他
の
薬
を
使
用
し
て
い
る
場
合

や
他
の
症
状
で
病
院
を
受
診
し
て

い
る
場
合
は
、
必
ず
医
師
・
薬
剤

師
に
相
談
し
て
か
ら
使
用
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

�　

薬
の
飲
み
合
わ
せ
に
よ
っ

て
は
そ
の
効
果
が
弱
め
ら
れ

た
り
、逆
に
作
用
が
強
く
な
り

過
ぎ
て
副
作
用
が
現
れ
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま

た
、病
気
に
よ
っ
て
使
用
し
て

は
い
け
な
い
薬
な
ど
も
あ
り

ま
す
。

　

�　

医
療
機
関
か
ら
処
方
さ

れ
て
い
る
薬
が
あ
る
場
合

は
、
お
薬
手
帳
や
薬
の
情
報

提
供
用
紙
な
ど
を
持
参
し
、

相
談
さ
れ
る
と
良
い
と
思

い
ま
す
。

③�　

２
〜
３
日
服
用
し
て
も

症
状
が
改
善
し
な
い
場
合

や
、
体
調
に
異
変
を
感
じ
た

場
合
に
は
、
医
療
機
関
に
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

　

〝
薬
は
毒
な
り
！　

毒
も
ま
た
薬

な
り
！
〟　

薬
は
、体
に
と
っ
て
は
異

物
、毒
と
も
成
り
得
ま
す
。正
し
く
適

切
に
使
っ
て
は
じ
め
て
そ
の
効
果
や

恩
恵
に
あ
ず
か
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

簡
単
に
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
を
使
用
で

き
る
現
在
で
す
が
、
安
易
に
薬
に
だ

け
頼
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
健
康

を
守
る
力
、
本
当
に
今
す
る
べ
き
こ

と
や
必
要
な
も
の
を
見
極
め
る
た
め

の
知
識
を
養
う
こ
と
が
、
一
番
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。

薬
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方

　
　

新
潟
県
立
坂
町
病
院

薬
剤
科
長　

秋
山
め
ぐ
み
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﹁
郷
土
に
感
謝
を
﹂

　

１
月
７
日
㈬
、村
上
地
区
で
観
光

ガ
イ
ド
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
努
め

る
川
村
一
郎
さ
ん
が
、寄
付
の
た
め

市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

観
光
ガ
イ
ド
で
は
、イ
ヨ
ボ
ヤ
会

館
や
お
し
ゃ
ぎ
り
会
館
、若
林
家
住

宅
な
ど
の
ガ
イ
ド
を
行
っ
て
い
る

川
村
さ
ん
。「
郷
土
に
感
謝
を
」と
つ

づ
っ
た
奥
さ
ん
手
作
り
の
封
筒
に

は
、川
村
さ
ん
の
年
齢（
75
歳
）に
合

わ
せ
た
75
万
円
が
入
れ
ら
れ
、市
長

へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
寄
付
金
を
活
用
し
て
、若
林

家
住
宅
か
ら
お
城
山
を
眺
め
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、住
宅
敷
地
内

に
あ
る
一
部
分
の
庭
木
を
伐
採
し
て

ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、伐
採
で
余
っ
た
費
用
は
住
宅

敷
地
内
の
滑
り
や
す
い
場
所
へ
砂

利
を
補
充
し
た
り
、庭
木
に
案
内
板

を
設
置
し
た
り
し
て
み
て
は
ど
う
か

と
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
光
を
手
で
さ
え
ぎ
っ
て
お
城

山
を
眺
め
る
と
石
垣
が
よ
く
見
え

る
ん
で
す
よ
」
と
話
す
川
村
さ
ん
。

よ
り
多
く
の
観
光
客
に
市
内
を
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
日
々
観
光

客
の
要
望
や
意
見
を
聞
い
て
は
、市

内
の
店
舗
や
市
役
所
へ
提
案
し
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

今
ま
で
に
も
数
え
切
れ
な
い
ほ

ど
の
観
光
客
を
案
内
し
て
き
た
川

村
さ
ん
。「
こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の

お
客
さ
ま
か
ら
お
礼
状
を
い
た
だ

い
て
い
て
、と
て
も
感
謝
し
て
い
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
案
内
を
し
て
い
き
た
い

で
す
」と
故
郷
と
お
客
さ
ま
を
思
う

気
持
ち
を
覗
か
せ
て
い
ま
し
た
。

あ
ま
め　

は
ん
ぎ
ま
し
ょ
！

～
大
栗
田
集
落
伝
統
行
事

﹁
あ
ま
め
は
ぎ
﹂
～

　

１
月
６
日
㈫
、
大
栗
田
集
落
で

は
、
小
正
月
の
伝
統
行
事
「
あ
ま
め

は
ぎ
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、獅
子
や
天
狗
、キ
ツ

ネ
の
面
を
つ
け
た
子
ど
も
た
ち
が
集

落
の
家
々
を
訪
れ
、怠
け
者
が
こ
た

つ
な
ど
に
あ
た
っ
て
で
き
た
火
だ
こ

（
あ
ま
め
）を
す
り
こ
ぎ
棒
と
お
ろ
し

金
で
は
い
で
回
る
も
の
で
す
。

　

現
在
、同
集
落
に
は
小
・
中
学
生

が
い
な
い
た
め
、村
上
地
区
公
民
館

の
事
業「
ま
る
ご
と
体
験
塾
」「
越
後

村
上
わ
ら
べ
う
た
」教
室
に
参
加
し

て
い
る
市
内
の
小
学
生
な
ど
14
人

が
こ
の
伝
統
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
た
ち
は
、
家
に

行
き
着
く
ま
で
の
間
「
あ
ま
め　

は
ん
ぎ
ま
し
ょ
」
と
掛
け
声
を
絶

や
す
こ
と
な
く
集
落
内
を
歩
い
て

い
ま
し
た
。
家
に
到
着
す
る
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
役
に
扮ふ
ん

し
た
子
ど
も
た

ち
が
、
お
ろ
し
金
で
あ
ま
め
を
は

ぐ
素
振
り
を
し
て
怠
け
者
を
退

治
。
正
月
の
怠
け
を
取
り
払
っ
て

も
ら
っ
た
住
民
の
皆
さ
ん
の
中
に

は
、
手
を
合
わ
せ
て
拝
む
姿
も
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
役
を
演
じ
た
児
童
か
ら
は

「
伝
統
的
な
催
し
に
参
加
で
き
て

う
れ
し
い
」
、「
面
で
あ
ま
り
よ
く

見
え
な
か
っ
た
け
ど
、
拝
ん
で
い

る
姿
が
見
え
て
よ
か
っ
た
」
ま
た

「
衣
装
が
重
く
て
疲
れ
た
け
ど
楽

し
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
、

伝
統
行
事
を
満
喫
し
た
様
子
で
し

た
。

「市報むらかみ４月号」から

５地区の話題を一つに

　これまで、各地区の話題や出来事は

「地区だより」として地区ごとに掲載

していましたが、４月号からは「むら

かみの話題」にすべての地区の話題を

掲載します。

　市報の編集にあたりましては、これ

からも市民の皆さまに役立つ情報を

分かりやすくお知らせしてまいりま

すので、引き続きご愛読くださいます

よう併せてお願いします。

●問い合わせ　政策推進課広報広聴係

☎53－2111（内線335）
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地区だより　あらかわ　　荒川支所（☎62－3101　代表）

　

12
月
２
日
㈫
、
４
日
㈭
の
２
日
間

「
荒
川
地
域
子
ど
も
教
室
」
で
、
絵
て

が
み
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

「
荒
川
地
域
子
ど
も
教
室
」
で
は
、

地
域
の
大
人
が
、
地
域
の
子
ど
も
を

育
む
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、荒
川
地
区
公
民
館
の「
絵

て
が
み
教
室
」に
参
加
し
た
５
人
が
、

子
ど
も
た
ち
に
絵
て
が
み
の
楽
し
さ

を
伝
え
る
べ
く
、
活
動
に
協
力
し
て

い
ま
し
た
。

　

季
節
柄
、
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
や

年
賀
状
な
ど
を
描
き
、
描
い
た
作
品

を「
て
が
み
」と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
さ
ん
や
お
友
達
へ
送
り
ま
し

た
。

　

協
力
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
も
子
ど
も
た
ち
の
力
作
を
受
け
取

り
、喜
ん
で
い
ま
し
た
。

絵
て
が
み
を
体
験

　

12
月
１
日
㈪
か
ら
19
日
㈮
ま
で
荒

川
地
区
内
保
育
園
で
お
ゆ
う
ぎ
会
が

開
催
さ
れ
、10
日
㈬
に
行
わ
れ
た
大
津

保
育
園
で
は
、園
児
数
よ
り
も
多
い
観

客
で
お
ゆ
う
ぎ
室
は
埋
め
尽
く
さ
れ
、

身
動
き
が
取
れ
な
い
ほ
ど
で
し
た
。

　

大
勢
が
見
守
る
中
、
幕
が
開
い
た

一
瞬
、
園
児
た
ち
は
大
勢
の
観
客
に

驚
い
た
様
子
で
し
た
が
、
す
ぐ
に
指

揮
の
先
生
を
見
て
、
ミ
ッ
キ
ー
マ
ウ

ス
マ
ー
チ
の
合
奏
を
始
め
ま
し
た
。

　

合
奏
の
後
は
、歌
や
踊
り
、劇
な
ど

の
演
技
を
次
々
と
元
気
い
っ
ぱ
い
に

披
露
し
、
会
場
か
ら
惜
し
み
な
い
拍

手
が
贈
ら
れ
て
ま
し
た
。

　

ひ
と
つ
の
演
技
が
終
わ
り
、
幕
が

閉
じ
る
と
会
場
内
に
舞
台
の
裏
か
ら

み
ん
な
主
役
の
お
ゆ
う
ぎ
会

右
に
左
に
ド
タ
バ
タ
と
大
き
な
音
。

　

幕
の
裏
を
見
て
み
る
と
、
先
生
が

舞
台
道
具
の
設
置
や
園
児
の
整
列
の

た
め
走
り
ま
わ
り
、
舞
台
裏
の
準
備

に
大
忙
し
。
あ
わ
や
幕
の
前
に
あ
っ

た
木
琴
を
片
付
け
忘
れ
そ
う
に
な
る

ほ
ど
で
し
た
。

　

そ
ん
な
忙
し
さ
の
中
で
も
、
幕
が

開
く
直
前
に
は
「
大
丈
夫
だ
よ
」
、
幕

が
閉
ま
る
と
「
と
っ
て
も
上
手
だ
っ

た
よ
」
と
園
児
を
気
遣
う
や
さ
し
い

声
も
会
場
内
に
聞
こ
え
ま
し
た
。

　

園
児
は
、最
後
の
演
目「
ピ
ノ
キ
オ

の
冒
険
」
の
劇
を
終
え
た
後
、「
終

わ
っ
て
よ
か
っ
た
」
と
緊
張
か
ら
開

放
さ
れ
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

園
児
全
員
が
主
役
と
な
り
、
楽
し

か
っ
た
お
ゆ
う
ぎ
会
、
舞
台
裏
の
隠

れ
た
主
役
も
大
活
躍
で
し
た
。

　

11
月
15
日
〜
12
月
25
日
ま
で
、
一

級
河
川
荒
川
で
サ
ケ
の
釣
獲
調
査
が

実
施
さ
れ
、
全
国
か
ら
大
物
を
狙
っ

た
太
公
望
約
１
，
７
０
０
人
が
訪
れ

ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
朝
早
く
か
ら
多
く
の

釣
り
人
が
川
に
向
か
っ
て
竿
を
振

り
、
腰
ま
で
川
に
浸
か
り
な
が
ら
釣

る
人
、長
い
竿
で
釣
る
人
、ル
ア
ー
で

釣
る
人
な
ど
、
各
自
さ
ま
ざ
ま
な
ス

タ
イ
ル
で
サ
ケ
釣
り
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　

悪
天
候
に
見
舞
わ
れ
た
時
期
も
あ

り
、
雪
で
一
面
が
う
っ
す
ら
と
白
く

サ
ケ
の
釣
獲
調
査

な
っ
た
日
は
、
釣
り
人
の
姿
は
少
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

今
年
は
、北
海
道
を
始
め
、全
国
的

に
サ
ケ
が
不
漁
と
の
こ
と
で
し
た

が
、荒
川
も
例
外
で
は
な
く
、サ
ケ
を

釣
り
上
げ
笑
み
を
浮
べ
る
人
よ
り
、

顔
色
を
変
え
ず
釣
り
竿
の
先
を
じ
っ

と
見
つ
め
、
時
に
首
を
か
し
げ
る
人

が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

サ
ケ
が
不
漁
で
あ
る
こ
と
は
釣
獲

調
査
結
果
に
も
表
れ
、
昨
年
は
期
間

中
全
体
で
約
１
，
５
５
０
匹
釣
れ
た

の
に
対
し
、
今
年
は
約
６
６
０
匹
と

昨
年
の
半
分
以
下
で
し
た
。

　

今
年
の
調
査
で
は
不
漁
と
な
り
ま

し
た
が
、
次
期
調
査
で
は
サ
ケ
を
釣

り
あ
げ
る
楽
し
そ
う
な
顔
を
た
く
さ

ん
見
ら
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。
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地区だより　かみはやし　　神林支所（☎66－6111　代表）

　

12
月
４
日
㈭
平
林
集
落
の
若
い
衆
が
山
形
県
米
沢
市
窪
田
町
の

保
呂
羽
堂
千
眼
寺
で
行
わ
れ
た
「
裸
餅
つ
き
」
に
招
待
さ
れ
、窪
田

町
の
若
い
衆
と
と
も
に
餅
つ
き
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
林
城
主
の
色
部
氏
が
越
後

平
林
城
か
ら
出
羽
金
山
城
（
南
陽

市
）
に
移
り
、
さ
ら
に
米
沢

三
十
万
石
削
封
に
伴
い
、
色
部
氏

は
米
沢
城
下
に
移
り
、
窪
田
に

知ち
ぎ
ょ
う
ち

行
地
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
菩

提
寺
千
眼
寺
も
色
部
氏
に
従
っ

て
越
後
か
ら
金
山
、
窪
田
に
移

り
、
現
在
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
越
後
平
林
（
神
林
地
区
）

に
も
千
眼
寺
が
残
っ
た
こ
と
か

ら
、
平
成
12
年
に
米
沢
市
窪
田
町

と
平
林
の
交
流
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　

餅
つ
き
の
由
来
は
、
寛
永
18
年

（
１
６
４
１
年
）、
田
畑
に
病
害
虫

が
広
が
り
被
害
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
神
の
お
告
げ
に
よ
り
保

呂
羽
堂
の
縁
の
下
の
土
を
田
畑
に

ま
い
た
と
こ
ろ
、
虫
が
逃
げ
、
作

物
が
生
き
返
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

村
人
は
感
謝
の
気
持
ち
と
来
年

の
豊
作
を
願
っ
て
餅
を
つ
き
、
保

呂
羽
堂
に
供
え
た
の
が
始
ま
り

で
、
以
来
毎
年
行
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

餅
つ
き
は
、
近
く
の
若
者
た
ち

が
半
裸
の
姿
に
な
り
、
千
本
杵き
ね

を

持
ち
、
７
、８
人
ほ
ど
で
臼
を
囲

み
、
ね
り
唄
・
つ
き
唄
・
あ
げ
唄

を
う
た
い
な
が
ら
突
き
上
げ
る

勇
壮
な
も
の
で
す
。
つ
き
あ
げ
た

餅
は
参
詣
の
人
た
ち
に
も
振
る

舞
わ
れ
ま
す
。
あ
げ
唄
と
共
に
天

井
高
く
餅
を
突
き
上
げ
、
天
井
の

ス
ス
が
つ
い
た
餅
ほ
ど
ご
利
益

が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
一
部
米
沢
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
引
用
）

五穀豊穣祈念「裸餅
もち

つき」

　

神
林
地
区
で
は
、
昨
年
５
月
に
神

林
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。親
子
で
訪
れ
、子
ど
も

を
遊
ば
せ
た
り
、
母
親
同
士
の
情
報

交
換
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

専
任
の
保
育
士
が
い
ま
す
の
で
、
子

育
て
の
悩
み
な
ど
も
相
談
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

旧
西
神
納
保
育
園
に
設
置
し
た
神

林
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
も
、
２
月

に
は
10
カ
月
を
迎
え
、
お
母
さ
ん
ば

か
り
で
な
く
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
お

父
さ
ん
も
来
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。同
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、季

節
に
合
わ
せ
た
行
事
も
い
ろ
い
ろ

行
っ
て
お
り
、
12
月
に
は
ク
リ
ス
マ

親
子
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

ス
会
を
し
ま
し
た
。最
近
は
、雪
だ
る

ま
を
作
っ
た
り
、
雪
道
の
迷
路
作
り

な
ど
を
し
た
り
し
て
楽
し
く
遊
ん
で

い
ま
す
。

　

神
林
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

保
育
園
に
行
っ
て
い
な
い
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者
が
利
用
で
き
ま
す
。
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
開
設
し
て
い

ま
す
。
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、い
つ
で
も
、お
気
軽
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。



2009.2.1　　20

地区だより　あさひ　　朝日支所（☎72－0111　代表）

　

12
月
23
日
㈷
、
あ
さ
ひ
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
（
市
教
育
委
員
会

主
催
）
活
動
種
目
の
一
つ
と
し
て
、
朝
日
総
合
体
育
館
を
会
場
に
３
Ｂ
体

操
が
行
わ
れ
、児
童
と
保
護
者
約
30
人
が
講
師
の
指
導
の
も
と
１
時
間
30

分
ほ
ど
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
体
を
動
か
し
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

３
Ｂ
体
操
は
、今
年
開
催
さ
れ
る
新
潟
国
体
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
ス
ポ
ー
ツ
行
事
と
し
て
10
月
４
日
㈰
に
朝

日
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
る
種
目
で
す
。

ボ
ー
ル
、
ベ
ル
、
ベ
ル
タ
ー
を
使
い
、
音
楽
に

合
わ
せ
て
全
身
運
動
が
で
き
る
体
操
で
全
国

各
地
に
急
速
に
広
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
参
加
し
た
児
童
と
保
護
者
は
、「
普

段
家
庭
や
学
校
で
は
で
き
な
い
体
験
を
し

て
、と
て
も
楽
し
か
っ
た
」と
話
し
て
い
ま
し

た
。 国

体
よ
り
一
足
お
先
に
３
Ｂ
体
操

〜
あ
さ
ひ
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
・
ス
ク
ー
ル
〜

　

１
月
９
日
㈮
、小
川
小
学
校（
全
校
児
童
１
５
４
人
）で
書
初
め
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
始
ま
る
前
に
校
内
放
送
で
校
長
先
生
か
ら
「
冬
休
み
に

練
習
し
て
き
た
成
果
を
出
せ
る
よ
う
、

気
持
ち
を
集
中
さ
せ
、心
を
込
め
て
書

い
て
く
だ
さ
い
」
と
お
話
が
あ
っ
た

後
、１
・
２
年
生
は
硬
筆
、３
年
～
６
年

生
は
毛
筆
で
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
文
字

を
書
き
始
め
ま
し
た
。

　

作
品
は
、校
内
書
初
め
展
と
し
て
各

教
室
の
廊
下
に
飾
ら
れ
、授
業
参
観
日

に
保
護
者
に
見
て
も
ら
う
そ
う
で
す
。

書
初
め
大
会　

〜
小
川
小
学
校
〜

　

昔
、ほ
と
ん
ど
の
集
落
で
行
わ
れ
て
い
た
小
正
月
行
事
の
団
子
の
木
飾

り
を
１
月
９
日
㈮
、舘
腰
保
育
園
で
園
児
60
人
と
年
長
児
の
保
護
者
が
参

加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

始
め
に
地
元
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
か
ら
当
時
の
集
落
小
正
月
行
事
の
様

子
や
団
子
の
木
飾
り
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
説

明
を
受
け
た
後
、上
新
粉（
米
粉
）を
使
い
、白

と
ピ
ン
ク
の
２
色
の
団
子
を
１
時
間
30
分
か

け
て
約
２
０
０
個
作
り
ま
し
た
。
団
子
は
先

生
に
ゆ
で
て
粉
を
ま
ぶ
し
て
も
ら
い
、
全
員

で
ミ
ズ
キ
の
枝
に
取
り
付
け
ま
し
た
。
そ
の

ほ
か
七
福
神
も
飾
ら
れ
、
か
わ
い
い
団
子
の

木
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

団
子
の
木
は
し
ば
ら
く
お
遊
戯
室
に
飾
ら

れ
る
予
定
で
す
。

団
子
の
木
飾
り　

〜
舘
腰
保
育
園
〜

　

１
月
12
日
㈷
、
猿
沢
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
脇
の
広
場
で
、
鳥
追

い
（
ど
ん
ど
焼
き
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
公
民
館
役
員
な
ど
約
20
人
が
、
切

り
出
し
た
竹
や
ト
ラ
ッ
ク
２
台
分
の
わ
ら
を
使
い
、そ
の
中
に
使
わ
な
く

な
っ
た
神
棚
や
旧
年
中
の
お
守
り
や
お
札
な
ど
を
入
れ
、高
さ
７
メ
ー
ト

ル
、幅
２
・
５
メ
ー
ト
ル
の
大
き
な
や
ぐ
ら
を

完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

住
民
約
１
２
０
人
が
集
ま
り
、
祈き

祷と
う

を

行
っ
た
後
、
４
月
に
６
年
生
に
な
る
児
童
が

火
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
人
た
ち

は
、
残
り
火
で
楽
し
そ
う
に
も
ち
や
ス
ル
メ

を
焼
き
、
振
る
舞
わ
れ
た
お
汁
粉
や
と
ん
汁

を
食
べ
、
家
内
安
全
や
商
売
繁
盛
、
五
穀

豊ほ
う
じ
ょ
う
穣
を
願
い
ま
し
た
。

鳥
追
い（
ど
ん
ど
焼
き
）　

〜
猿
沢
集
落
〜

若さ爆発
～第26回新春バレーボール大会～
　１月18日㈰、第26回新春バレー
ボール大会（市教育委員会主催）が朝

日総合体育館で開催されました。参加

チームは市内外のクラブや職場チー

ムなど総勢16チーム。
　大会は、３ブロックで予選リーグを

行い、予選の勝敗で順位決定トーナメ

ントに進む方式で行われました。

大会結果

　優　勝　ネオメタボリック

　準優勝　サイコガン

　第３位　朝日役場Ａ
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地区だより　さんぽく　　山北支所（☎77－3111　代表）

　

１
月
９
日
㈮
、山
北
中
学
校
で
、自
分
の
住
む
地
域

を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で

進
め
て
き
た「
ふ
る
さ
と
タ
イ
ム
」の
全
校
発
表
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、グ
ル
ー
プ
発
表
、学
年
発
表
を
経
て
決

定
さ
れ
た
代
表
５
組
（
１
年
生
１
組
、
２
・
３
年
生
か

ら
各
２
組
）の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
、２
年
生
の
発
表
で
は
、
地
域
の
祭
り
、
郷
土
料

理
、笹
川
流
れ
の
海
な
ど
を
題
材
に
、資
料
調
査
や
地

域
住
民
か
ら
の
聞
き
取
り
を
通
し
て
、
自
ら
の
意
見

や
感
想
を
交
え
た
調
査
結
果
の
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。３
年
生
は
、１
、２
年
生
時
に
調
査
、聞
き
取
り
し

た
内
容
を
実
際
に
発
信
・
行
動
す
る
こ
と
が
課
題
。

地
元
で
採
れ
る「
あ
お
さ
」を
混
ぜ
込
ん
だ
ク
ッ
キ
ー

を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
を
提
案
し
、
少
子
高
齢
化

に
対
し
て
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
、
こ
の
地
域

に
残
る
と
い
う
気
持
ち
を
一
人
ひ
と
り
持
つ
こ
と
が

大
切
で
あ
る

と
提
言
し
、集

ま
っ
た
全
校

生
徒
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
、地
域
住
民

か
ら
、斬
新
な

ア
イ
デ
ア
・

提
言
に
大
き

な
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
ま

し
た
。

自
分
の
地
域
を
題
材
に

「
ふ
る
さ
と
タ
イ
ム
」全
校
発
表
会

　

１
月
12
日
㈰
、
岩
石
集
落
で
ボ
タ
モ
チ
祭
り
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
、杉
平
・
中
浜
集
落
の
ボ
タ
モ
チ
祭
り
と

と
と
も
に
平
成
12
年
に
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
、男
た
ち
だ
け
が
参
加
し
、塩
味
の
ボ
タ
モ
チ

を
神
社
に
お
供
え
す
る
と
い
う
百
数
十
年
前
か
ら
受
け

継
が
れ
て
き
た
伝
統
あ
る
行
事
で
す
。

　

快
晴
の
朝
、念
仏
堂
を
兼
ね
る
公
民
館
に
男
た
ち
が
集

ま
り
、受
け
継
が
れ
て
き
た
作
法
に
よ
り
米
を
ふ
か
し
、

小
豆
が
煮
え
る
間
に
、作
り
手
と
な
る
若
い
衆
は
、風
呂

に
入
り
体
を
清
め
ま
す
。そ
の
後
、ふ
か
し
た
米
を
ヘ
ラ

で
つ
ぶ
し
、小
豆
に
は
塩
を
入
れ
制
作
に
と
り
か
か
り
ま

し
た
。集
落
の
代
表
が
神
社
に
お
神
酒
と
と
も
に
お
供
え

し
た
ボ
タ
モ
チ
は
、麻
糸
で
集
落
の
戸
数
分
に
分
け
ら
れ

配
分
さ
れ
ま
す
。古
く
は
、米
、小
豆
も
当
日
に
各
戸
に
集

め
に
回
り
、集
落
内
を
流
れ
る
清
水
で
煮
炊
き
を
し
、作

り
手
は
体
を
清
め
た
り
し
た
そ
う
で
す
。
集
落
の
人
は

「
多
少
の
形
は
変
え
つ
つ
も
昔
な
が
ら
の
し
き
た
り
を
守

り
、受
け
継
い
で
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

男
だ
け
の
ボ
タ
モ
チ
づ
く
り

　
　
　
　

岩
石「
ボ
タ
モ
チ
祭
」

一年の無病息災を祈願　板貝「さいの神」
　１月11日㈰、板貝集落で、恒例の小正月行事「さいの神」
が行われました。板貝集落のさいの神の歴史は古く、700年
余り前の集落発生当初からともいわれています。当日は朝

から集落住民が集まり、集落の共有林から松の木を切り出

し、葉を５メートルほどの高さまで積み上げ、さいの神を

制作。板貝集落のさいの神が他の集落と一風変わっている

点が松の木を用いた一刀彫のご神体（男性のシンボル）を

お供えすることで、無病息災とともに安産・子孫繁栄にも

ご利益があるということです。できあがったさいの神を前

に、集落総代が無病息災、海・山の安全を祈願し点火。大

きな炎と煙を巻き上げ燃え上がり、次々と訪れた集落住民

は、お神酒、餅などを供え一年の願掛けをしていました。

パンづくりと団子ならしに挑戦　「おやつの森」
　１月10日㈯、さんぽく会館で手作りのお菓
子などを作る「おやつの森」が行われました。

　ふわふわパンづくりでは、子どもたちが発

酵させたパン生地を順番にこね、それぞれ思

い思いに型をとり、オーブンへ。上手に焼き

あがったパンに満足そうな表情をしていま

した。また、正月飾りの団子ならしは、団子

とともに折り紙で作った干支の牛の飾りな

どもいっしょに飾られ、にぎやかな団子なら

しとなりました。

　参加した子どもたちは、「パンづくりが

思ったよりもス

ムーズにでき

た。」と楽しそう

に話していまし

た。
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20
年
度
後
期
い

き
い
き
健
康
づ

く
り
教
室
閉
講

　

９
月
か
ら
始

ま
っ
た
教
室
で

す
が
、
全
12
回
を

終
了
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
43
人

の
申
し
込
み
が

あ
り
、
毎
回
わ
い

わ
い
と
に
ぎ
や

か
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　

野
外
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
は
「
山

居
山
」
や
三
面
川
の
散
策
を
し
ま

し
た
。
ま
た
、
体
育
館
で
は
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
ビ
ー
チ
ボ
ー

ル
、
ミ
ニ
テ
ニ
ス
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
種
目
で
楽
し
く
運
動
し
ま
し

た
。
参
加
者
の
中
に
は
、
前
期
・

後
期
両
方
に
参
加
し
皆
勤
だ
っ

た
人
が
３
人
も
い
ま
し
た
。

　

21
年
度
も
４
月
か
ら
新
た
に

「
い
き
い
き
健
康
づ
く
り
教
室
」

☆�

今
月
号
で
は
「
総
合
型
」
の
具

体
的
な
活
動
に
つ
い
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

希
楽
々
で
は
毎
月
「
さ
と
や

ま
ウ
ォ
ー
ク
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
歩
く
と
い
う
事
業
は
各

地
域
で
も
行
わ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
こ
の
事
業
に
は
、
総

合
型
な
ら
で
は
の
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
事
業
を
企
画
す
る

の
は
住
民
で
す
。
参
加
す
る
側

で
あ
っ
た
住
民
が
、
自
ら
楽
し

む
と
い
う
思
い
か
ら
「
歩
く
、温

泉
に
入
る
、
お
い
し
い
も
の
を

食
べ
る
」
と
い
う
楽
し
い
企
画

を
立
案
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
住

民
ス
タ
ッ
フ
は
お
楽
し
み
心
を

持
ち
な
が
ら
企
画
し
、
共
に
参

加
す
る
訳
で
す
。
企
画
を
す
る

や
り
が
い
、
一
緒
に
楽
し
む
と

い
う
気
持
ち
、
た
く
さ
ん
の
人

に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
う
れ
し

い
と
い
う
気
持
ち
が
存
在
し
ま

す
。
与
え
ら
れ
た
も
の
に
参
加

す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち

で
創
り
、
た
く
さ
ん
の
人
と
一

緒
に
楽
し
む
と
い
う
こ
と
、
こ

れ
が
「
総
合
型
」
な
の
で
す
。

　

ま
た
、
小
学
生
を
対
象
と
し

た
「
き
ら
ら
塾
」
が
あ
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
健

康
な
心
と
体
づ
く
り
や
仲
間
づ

く
り
、
夢
づ
く
り
を
目
的
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
を
企
画
運
営
し
て
い

る
の
は
、
20
歳
代
か
ら
60
歳
代
の

15
人
の
住
民
ス
タ
ッ
フ
で
す
。
熱

い
思
い
と
豊
富
な
ア
イ
デ
ア
、
そ

し
て
、
何
よ
り
も
世
代
を
超
え
た

ス
タ
ッ
フ
同
士
が
仲
良
く
、
助
け

合
い
な
が
ら
運
営
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
も
本
気
で

接
し
、
信
頼
関
係
の
中
で
楽
し
く

活
動
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
中
で

人
と
人
の
つ
な
が
り
が
希
薄
化
し

て
い
る
現
在
、
子
ど
も
た
ち
に
多

世
代
空
間
の
中
で
自
然
に
マ
ナ
ー

や
社
会
性
が
身
に
付
く
よ
う
に

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

事
業
は
い
ろ
い
ろ
な
人
の
、
い

ろ
い
ろ
な
工
夫
に
よ
っ
て
多
様
な

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
う
し
た

創
る
過
程
に
お
い
て
住
民
が
関
わ

る
と
い
う
住
民
主
導
の
、
住
民
が

創
る
公
共
性
こ
そ
、
総
合
型
が
目

指
す
も
の
で
す
。

　

ク
ラ
ブ
会
員
は
、
そ
の
ク
ラ
ブ

の
一
員
で
あ
り
、
参
画
者
で
も
あ

り
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
人
と
関
わ

り
を
持
ち
な
が
ら
自
分
が
で
き

る
こ
と
を
行
い
、
で
き
な
い
こ
と

は
助
け
て
も
ら
い
、
ク
ラ
ブ
ラ
イ

フ
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

１
人
で
１
０
０
％
を
出
す
の

は
大
変
な
こ
と
で
す
が
、
１
人

１
％
で
１
０
０
人
な
ら
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
い
ろ
い
ろ
な
パ

ワ
ー
と
愛
情
を
出
し
合
い
な
が

ら
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
を
何

と
か
し
て
元
気
に
し
て
い
き
た

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
と
い
う
と
単
に
ス
ポ
ー
ツ
を

す
る
場
と
誤
解
さ
れ
が
ち
で
す

が
、
大
切
な
こ
と
は
、
こ
う
し

て
た
く
さ
ん
の
人
が
自
分
の

持
っ
て
い
る
力
を
出
し
合
い
、

み
ん
な
で
創
っ
て
い
く
こ
と
で

す
。
ど
う
ぞ
、
あ
な
た
も
地
域

づ
く
り
に
参
画
し
ま
せ
ん
か
。

（
希
楽
々
☆
渡
辺
優
子
）

●SPORTS CLUB●

NPO法人総合型スポーツクラブ

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、
健
康

づ
く
り

や
仲
間

づ
く
り

に
、
ぜ

ひ
ご
参

加
く
だ

さ
い
。

健
康
運
動
指
導
士
が
健
康
づ
く

り
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
！

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
や
健
康

づ
く
り
の
た
め
の
安
全
で
効
果

的
な
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成

し
て
、
指
導
す
る
の
が
「
健
康
運

動
指
導
士
」
で
す
。
厚
生
労
働
省

が
認
定
す
る
機
関
で
あ
る
㈶
健

康
・
体
力
づ
く
り
事
業
財
団
が
認

定
す
る
資
格
で
す
。

　

ウ
ェ
ル
ネ
ス
む
ら
か
み
に
は

現
在
２
人
の
健
康
運
動
指
導
士

が
い
ま
す
の
で
、
健
康
づ
く
り
に

つ
い
て
聞
き
た
い
こ
と
な
ど
あ

り
ま
し

た

ら
、

遠
慮
な

く
お
尋

ね
く
だ

さ
い
。

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
情
報
を
発
信
！

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
情
報
を
発
信
！

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
情
報
を
発
信
！

総
合
型
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

●
問
い
合
わ
せ　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
係　
☎
72-

６
８
８
６

問�☎52－6311

木村　　　　　瀬賀
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　毎週水曜日の夕方、村上体育館で
開催中の誰でも参加できる「フリー
スポーツ」に来ている仲良し４人組
です。この時間以外にもそれぞれグ
ラウンドゴルフやウォーキング、
ラージボール卓球などで普段から運
動をしています。
　皆さんは、「この時間は、子どもたちとも遊べるのでほんとに楽し
い！」と話してくれました。「私なんか孫とも一緒に遊んだよ」と岩

崎さん。また、「ここに来て新しい友達ができたことが一番うれしい！」と
内山さん。
　この４人は、初めて来た人にも「一緒にやろう」と声をかけ、ビーチ
ボールや卓球でどんどん楽しい輪が広がります。年齢、性別に関係なく、
いろいろな人が集まるこの時間は、学校の休み時間のようです。
ムードメーカーの４人は「これからも、ずっと続けていきたいです」と声
をそろえて話してくれました。
■「フリースポーツ」毎週水曜日　午後６時～７時　村上体育館

内山さん
中村さん

岩崎さん
中村さん

　毎週水曜日の夕方、村上体育館で
開催中の誰でも参加できる「フリー

かみはやし総合スポーツクラブ

問�☎66－8119

ウェルネスむらかみ
「フリースポーツ」参加の仲良し４人組み

き
ら
ら
塾

あ
な
た
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
！

　

12
月
14
日
㈰
親
子
34
人
が
参
加

し
、
神
林
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

新
潟
お
笑
い
集
団
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｒ

Ａ
の
ｍ
ｉ
ｎ
ａ
さ
ん
に
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
の
指
導
を
し
て
い
た
だ

き
、
実
際
に
塾
生
た
ち
も
風
船
で

動
物
な
ど
を
作
っ
て
み
ま
し
た
。

　

お
昼
に
は
、
お
に
ぎ
り
や
ポ
テ

ト
サ
ラ
ダ
、
と
ん
汁
に
ケ
ー
キ
と

豪
華
な
ラ
ン
チ
を
み
ん
な
で
食

べ
、
午
後
か
ら
は
手
話
ソ
ン
グ
を

練
習
し
て
歌
っ
た
り
、
作
っ
た
バ

ル
ー
ン
で
遊
ん
だ
り
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
き
ら
ら
塾
生
は
、「
初

め
て
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
を
し
て
み

て
難
し
か
っ
た
け
ど
、
面
白
か
っ

た
」と
大
変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

ひ
よ
マ
マ

知
っ
て
う
れ
し
い
！

飲
ん
で
お
い
し
い
！
お
茶
講
座

　

12
月
17
日
㈬
10
人
の
参
加
で
行

い
ま
し
た
。
冨
士
美
園
の
飯
島
さ

ん
に
お
茶
の
お
話
や
、
お
茶
を
お

い
し
く
入
れ
る
方
法
を
お
聞
き

し
、
実
際
に
皆
さ
ん
で
入
れ
て
み

ま
し
た
。
和
菓
子
作
り
に
も
挑
戦

し
、
で
き
た
和
菓
子
と
お
い
し
い

お
茶
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
普
段
何
気
な
く
入

れ
て
飲
ん
で
い
る
お
茶
も
入
れ
方

で
味
が
違
う
と
い
う
こ
と
を
と
て

も
感
じ
ら
れ
て
良
か
っ
た
で
す
。
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

希
楽
々
で
は
、
今
ま
で
も
地
域

の
人
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て

活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
い
ろ
い
ろ
と
地
域
で
頑

張
っ
て
い
る
人
と
一
緒
に
イ
ベ
ン

ト
、
地
域
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

51
チ
ー
ム
の
熱
い
戦
い
！

コ
シ
ヒ
カ
リ
争
奪

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

12
月
21
日
㈰
パ
ル
パ
ー
ク
神
林

で
、
ラ
イ
ス
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
つ
と
し
て
開
催
。
51

チ
ー
ム
総
勢
３
５
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
12
月
の
寒
さ
も
感
じ
さ

せ
な
い
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。
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○おたんじょう
氏名（ふりがな）	 届出人	 行政区 氏名（ふりがな）	 届出人	 行政区

●おくやみ
氏名	 年齢	 行政区 氏名	 年齢	 行政区 氏名	 年齢	 行政区

※保護者やご遺族などの了解を得て掲載しています　※12月11日から平成21年1月10日までの届け出です（敬称略）
※表示している行政区は、実際登録されている町内会、集落です

人口と世帯数（1月1日現在）
（　　）内は前月比 　人口Ä33,292人（△22）　Å36，225人（△42）　�計69，517人（△64）　    22，800世帯（△7）

村上地区
板 垣 ケ イ	 74	 幸町
伊 藤 豊 次	 89	 小谷
三　須　マサ子	 80	 岩船上町
本 間 幸 男	 74	 四日市
鷲　尾　アキノ	 77	 若葉町
佐 藤 末 藏	 80	 新町
横 山 ス イ	 94	 岩船北浜町
板 垣 安 男	 81	 緑町三丁目
齋 藤 武 男	 85	 羽黒町
五十嵐　作　吉	 83	 久保多町
小　田　ヨツイ	 92	 山辺里
川 村 　 一	 85	 肴町
相　馬　忠太郎	 86	 細工町
髙 橋 　 勉	 76	 鍛冶町
倉 松 　 進	 61	 庄内町
木　村　富美子	 84	 杉原
河 野 昭 司	 79	 大欠
伊與部　金次郎	 88	 瀬波上町
中 村 忠 治	 88	 山辺里
飯 沼 幸 雄	 58	 大欠
小 川 　 茂	 75	 滝の前
澤 　 清 吉	 94	 飯野三丁目
林 　 誠 司	 69	 羽黒町
本 間 　 洋	 65	 羽黒口
林 　 ヒ メ	 73	 加賀町

村上地区

茜（あかね）	 五十嵐　利　幸	 下渡
真衣（まい）	 渡 邉 　 明	 小町
大智（だいち）	 竹 内 　 裕	 三之町
陸（りく）	 竹 内 　 徹	 岩船縦新町
颯人（はやと）	 小 田 勇 司	 西興屋
直斗（なおと）	 髙 橋 順 一	 日下
卓真（たくま）	 工 藤 　 勉	 八日市
衣吹（いぶき）	 志 田 辰 也	 鍛冶町
来翔（らいと）	 坂 　 克 敏	 堀片

朝日地区

弥月（みづき）	 貝 沼 則 明	 関口

荒川地区

慶治（けいじ）	 佐 藤 　 治	 荒島
咲季（さき）	 内 山 　 崇	 前坪団地
奏多（かなた）	 渡 邉 浩 之	 坂町
彩花（あやか）	 冨 樫 貴 志	 下鍜冶屋
大我（たいが）	 榎 本 勇 気	 荒川松山

山北地区

りん	 加 藤 　 美	 碁石

神林地区

彩希（あやき）	 中 山 忠 勝	 里本庄
美優（みゆ）	 髙 野 貞 昭	 小岩内
漣（れん）	 平 山 貴 士	 七湊
彩椰（さや）	 小 林 和 則	 長松
萌那（もな）	 野 澤 晃 一	 塩谷

神林地区
鈴 木 ツ ミ	 93	 有明
小 野 　 正	 86	 平林
長谷川　知　子	 65	 塩谷
佐 藤 の よ	 81	 桃川
武 者 ハ ル	 95	 宿田
松　岡　トミエ	 86	 北新保
内 山 金 一	 60	 桃川
内 山 東 平	 70	 桃川
遠 山 邦 夫	 78	 宿田
田 中 　 弘	 81	 福田
吉 村 ユ リ	 83	 宿田
磯 部 六 夫	 70	 岩船駅前

山北地区

齊 藤 　 都	 94	 下大蔵
佐 藤 仲 子	 89	 大毎
富 樫 定 夫	 76	 鵜泊
板 垣 テ ツ	 100	 朴平
齋 藤 德 吉	 80	 下大蔵
本 間 ト ミ	 95	 浜新保
大 滝 政 昭	 71	 垣之内
　原　弥惣次	 93	 中継
増 子 竹 治	 80	 府屋学校町
加　藤　千鶴子	 88	 荒川

荒川地区
渡 邊 行 雄	 78	 南新保
近　藤　タマイ	 89	 金屋
宮 下 直 吉	 90	 金屋
五十嵐　寅　房	 84	 羽ヶ榎
石　山　キクエ	 68	 切田
冨　樫　美和子	 57	 下鍜冶屋
遠 山 タ ミ	 103	 金屋

朝日地区

遠 山 昭 平	 80	 高根
小 池 次 助	 55	 千縄
髙 橋 俊 三	 82	 十川
室　本　ハツヱ	 84	 下中島
板 垣 エ ミ	 86	 高根
佐 藤 　 勲	 83	 岩沢
鈴　木　コハル	 91	 中原
大　滝　かよ子	 50	 荒沢
菅　井　タマエ	 82	 板屋越
佐　藤　フジイ	 82	 布部
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図書館ひろば
村上市立中央図書館　☎53-7511

【中央図書館】
◆　ウェルカムトゥパールハーバー上・下（西

にし

木
き

正
まさ

明
あき

）

◆　エッジ　上・下（鈴木光司）

◆　恋と恋のあいだ（野
のなかひいらぎ

中柊）

◆　おてて絵本入門（サトシン）

◆　繁盛商店街の仕掛け人（鶴野礼子）

◆　世界金融危機はなぜ起こったか

◆　雪遊び達人ブック

○　やせいりょうりこうえん（山岡ひかる）

○　おかえりたまご（しまだしほ）

○　黒グルミのからのなかに（カルメン・セゴヴィア）

【朝日図書館】
◆　駅神ふたたび（図

ず

子
し

慧
けい

）

◆　いいかげんがいい（鎌田実）

○　なのなの（内田麟太郎）

○　あ（大槻あかね）

○　十二支のはやくちことばえほん（高
たかばたけじゅん

畠純）

新　着　図　書 特別休館のおしらせ
　蔵書点検のため村上市立図書館・図書室

は以下の日程で休館します

２月12日㈭� ………………神林図書室

２月18日㈬、19日㈭� ……荒川図書室

２月25日㈬～27日㈮� ……朝日図書館

３月３日㈫～６日㈮� ……中央図書館

３月11日㈬、12日㈭� ……山北図書室

（毎週月曜日は中央図書館の定期の休館日です）

ご迷惑をおかけしますが、

よろしくお願いいたします

◆…一般書、○…児童書

� 【中央図書館】火　曜　日　15：30～　　土　曜　日　11：00～

よみきかせのある日�【朝日図書館】第４土曜日　10：00～

� 【荒川図書室】第３土曜日　10：00～（４・８・３月を除く）

日
沿
道
﹃
蒲
萄
峠
道
路
﹄
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
を

　

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
（
日
沿
道
）
の
朝
日
イ
ン
タ
ー
（
仮

称
）
〜
温
海
イ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
約
40
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
基
本
計
画
区

間
は
、
全
線
同
時
着
工
が
厳
し
い
状
況
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
12
月

22
日
開
催
の
市
民
集
会
で
、
緊
急
性
の
高
い
村
上
市
大
須
戸
地
区
〜
同

市
北
中
地
区
間
を
「
蒲
萄
峠
道
路
」
と
位
置
づ
け
、
国
の
直
轄
事
業
で

の
自
動
車
専
用
道
路
と
し
て
、
要
望
し
て
い
く
こ
と
が
提
言
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
「
蒲
萄
峠
道
路
」
の
計
画
づ
く
り
に
、
市
民
皆
さ
ん
の
意
見
を

反
映
さ
せ
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
市
役
所
本
庁

お
よ
び
各
支
所
に
備
え
付
け
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
に
記
入
し
、
提
出
し

て
く
だ
さ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
期
間

　

２
月
２
日
㈪
〜
２
月
13
日
㈮

●
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
の
配
布
お
よ
び
提
出
先

　

市
役
所
本
庁
２
階
窓
口
案
内
ま
た
は
各
支
所
窓
口
案
内

●
提
出
方
法

　

�

配
布
窓
口
に
設
置
し
た
回
収
箱
へ
投と
う

函か
ん

、
ま
た
は
専
用
封
筒
に
て
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　

国
土
交
通
省
新
潟
国
道
事
務
所
計
画
課

　
　

☎
０
２
５
‐
２
４
６
‐
７
７
７
５

　

新
潟
県
土
木
部
道
路
建
設
課
高
規
格
道
路
推
進
室

　
　

☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
４
０
６

　

市
建
設
課
維
持
管
理
係　

☎
53
‐
２
１
１
１
（
内
線
５
１
６
）
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市報むらかみは、資源保護のため
再生紙と環境にやさしい大豆インクを
使用しています。

印刷　村上印刷株式会社

　１月11日㈰、教育情報センターを会場に消防本部署員、消防団

員など約120人が参加し、消防出初め式が行われました。写真は、

火災や災害のない明るい１年であることを願って行った祝賀放水

です。

　また同日には、村上、神林、朝日地区でも各方面隊出初め式が

行われました。

ホームページアドレス　http://www.city.murakami.lg.jp　　メールアドレス　info@city.murakami.lg.jp

今月の表紙編集後記
u寒さが身にしみるこの季節に食べ
たくなってくる鍋。辛いもの好きな
わが家では、よくキムチ鍋を作りま
す。家族や友達で一つの鍋を囲んで
楽しく食べて、身も心もあったまる
ひと時かと思います。
　近年、新型インフルエンザ発症に
よる注意が呼びかけられています。
発症するのか、感染力の強さ、どの
ような症状なのか？内容はわからな
いことばかりですが、予防対策は従
来のインフルエンザ対策と同じよう
にすることが大切だそうです。
　うがい手洗いはもちろん、おいし
い鍋を食べて心身を丈夫にして、こ
の冬を乗り切りましょう。○志

開催区域

このコーナーでは、村上市の観光名所やイ
ベントなどを紹介します。

村上の

おたのし どころ見

むらかみ防災・防犯情報ねっと
メールでいつでもどこでも緊急情報をキャッチ!
http://www.city.murakami.niigata.jp/i/ml/
右のQRコードで読み取るだけで簡単アクセス

　

毎
年
、
３
月
１
日
か
ら
４
月
３
日
ま
で
の

間
、
村
上
地
区
の
旧
町
人
町
一
帯
で
は
村
上

町
屋
商
人
会
が
主
催
す
る
「
城
下
町
村
上
町

屋
の
人
形
さ
ま
巡
り
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

各
家
に
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
江
戸
時

代
か
ら
平
成
ま
で
の
約
４
，
０
０
０
体
の
人

形
が
、70
軒
以
上
の
町
屋
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
12
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
町
屋
の
人

形
さ
ま
巡
り
は
、今
年
で
10
回
目
を
迎
え
、村

上
の
春
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し
て
い
ま

す
。

　

参
加
し
て
い
る
家
の
多
く
は
、「
町
屋
造

り
」
と
呼
ば
れ
る
独
特
の
建
築
様
式
が
今
な

お
残
っ
て
い
ま
す
。
一
歩
町
屋
の
中
に
足
を

踏
み
入
れ
る
と
、
通
り
土
間
や
囲い

炉ろ

裏り

の
あ

る
茶
の
間
、
美
し
く
黒
光
り
す
る
太
い
梁は
り

や

大
黒
柱
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
人
形
さ

ま
と
と
も
に
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
町

屋
の
魅
力
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

人
形
さ
ま
巡
り
に
参
加
し
て
い
る
町
屋
に

は
、
表
に
開
催
中
の
立
て
札
や
ポ
ス
タ
ー
が

あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
入
り
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
、
村
上
の
温
か
い
お
も
て
な

し
、人
情
に
ふ
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。




